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さ
て
、
令
和
７
年
度
国
の
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
全
て
の
世
代

の
現
在
・
将
来
の
賃
金
・
所
得
の

増
加
、
賃
金
上
昇
が
物
価
上
昇
を

安
定
的
に
上
回
る
経
済
を
実
現
し
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
「
賃
上

げ
と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長
型
経

済
」
へ
の
移
行
を
確
実
に
す
る
こ

と
を
最
重
要
課
題
と
し
、
日
本
経

済
・
地
方
経
済
の
成
長
、
物
価
高

の
克
服
及
び
国
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
を
３
つ
の
柱
と
す
る
「
国

民
の
安
心
・
安
全
と
持
続
的
な
成

長
に
向
け
た
総
合
経
済
対
策
」
を

策
定
し
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に

関
連
す
る
施
策
を
実
行
す
る
こ
と

で
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
方
こ
そ
成
長
の
主

役
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
も
活
用

し
な
が
ら
、
新
た
な
地
方
創
生
施

策
「
地
方
創
生
２
・
０
」
を
展
開

す
る
た
め
、「
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
本
部
」に
お
い
て
、

今
後
10
年
間
集
中
的
に
取
り
組
む

基
本
構
想
を
策
定
し
、
地
方
創
生

の
交
付
金
を
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で

倍
増
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
業
・

商
工
業
・
観
光
等
各
分
野
の
振
興

や
地
域
公
共
交
通
体
制
の
構
築
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
、

◎
は
じ
め
に

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
早

１
年
余
り
が
経
過
し
、
こ
の
間
、

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
戦

略
・
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
北
竜
町

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
町
民

皆
様
の
暮
ら
し
を
守
り
、
ま
ち
の

魅
力
を
磨
き
広
げ
て
い
く
た
め
の

政
策
を
、
町
民
皆
様
や
職
員
と
共

に
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
そ
の
実

現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
町
民
各
位

･

町
議
会
並
び
に
各
団
体
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
着
実

に
町
政
を
推
進
で
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

福
祉
・
医
療
体
制
の
充
実
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
へ
の
対
応
、
防
災･

減

災
機
能
の
強
化
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
等
行
政
に
課
せ
ら
れ
た

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、「
小
さ
く
と
も
き
ら
り

と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、

「
暮
ら
し
を
ま
も
る
」・「
未
来
へ

つ
な
げ
る
」・「
地
域
と
と
も
に
す

す
め
る
」・「
産
業･

人
を
さ
さ
え

る
」
た
め
、
私
の
お
約
束
し
た
16

の
政
策
を
、
町
民
お
一
人
お
一
人

の
大
切
な
声
を
聞
き
、
職
員
の
意

欲
と
更
な
る
や
る
気
の
喚
起
に
努

め
、
共
に
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
と

力
を
結
集
し
、
そ
の
実
現
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

本
年
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、

職
員
の
創
意
工
夫
に
よ
り
政
策
推

進
の
原
資
を
生
み
出
し
、
限
ら
れ

た
経
営
資
源
の
効
率
的
・
効
果
的

な
活
用
、
国
が
掲
げ
る
「
地
方
創

生
２
・
０
」
や
「
こ
ど
も
ま
ん
な
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楽
し
い
「
ひ
ま
わ
り
暮
ら
し
」
を
実
現
し
、

楽
し
い
「
ひ
ま
わ
り
暮
ら
し
」
を
実
現
し
、

　
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
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媒
体
の
活
用
な
ど
、
多
様
な
人
材

確
保
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
人
材
確
保
に
あ
た
っ

て
は
、
外
部
人
材
の
派
遣
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
な
ど
国
の

制
度
を
最
大
限
活
用
し
、
財
源
の

確
保
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

◎
人
材
育
成
の
推
進
に
つ

い
て

　

現
在
の
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

行
政
課
題
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の

資
質
・
能
力
の
向
上
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
人
材
育
成
基

本
方
針
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
」
の
策
定
を
進
め
、

人
材
育
成
を
効
率
的
・
効
果
的
に

進
め
る
た
め
、「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」

に
対
応
し
た
職
員
研
修
メ
ニ
ュ
ー

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
を
構
築

し
、
人
材
育
成
の
推
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
本
人
の
適
性
を
踏

ま
え
つ
つ
、
長
期
的
な
視
野
に
立

っ
た
人
事
配
置
・
職
務
付
与
や
研

修
を
実
施
す
る
体
制
を
構
築
し
、

「
職
員
研
修
」「
人
事
評
価
制
度
」

「
職
場
環
境
」
を
有
機
的
に
連
携

さ
せ
、
改
革
力
の
あ
る
職
員
の
育

成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
機
構
改
革
の
実
施
に
つ

い
て

　

今
後
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
組
織
を
構
築

し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
の
体
制
の
整

備
、
各
課
を
超
え
た
組
織
横
断
的

な
連
携
強
化
な
ど
組
織
体
制
の
強

化
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
的
確

な
対
応
、
効
率
的
で
機
能
的
な
執

行
体
制
の
確
立
に
向
け
、
令
和
７

年
４
月
１
日
よ
り
機
構
改
革
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

◎
人
材
確
保
対
策
の
強
化

に
つ
い
て

　

近
年
、
北
竜
町
に
お
い
て
、
介

護
職
員
や
運
転
手
な
ど
を
は
じ
め

と
し
て
人
材
不
足
が
顕
在
化
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
採
用
管

理
」「
定
着
管
理
」「
就
労
条
件
」「
理

念
・
価
値
観
」
の
４
つ
の
分
野
に

お
け
る
原
因
分
析
や
課
題
の
整
理
、

職
場
環
境
の
改
善
を
進
め
る
と
と

も
に
、
職
場
の
魅
力
発
信
や
求
人

目
標
」
の
実
現
に
向
け
て
、施
策
・

事
業
の
重
点
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・

効
率
的
配
分
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方

交
付
税
２
，
３
６
０
，
０
０
０
千

円
（
対
前
年
度
比
33
・
３
％

増
）、
国
庫
支
出
金
１
，
３
９
８
，

４
７
１
千
円
（
対
前
年
度
比

４
５
５
・
２
％
増
）、
繰
入
金

７
０
６
，
５
４
８
千
円
（
対
前

年
度
比
97
・
９
％
増
）、
町
債

６
０
１
，
４
０
０
千
円
（
対
前
年

度
比
９
・
０
％
増
）
を
予
算
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

減
債
基
金
管
理
運
用
事
業
２
７
０
，

１
１
６
千
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
事
業
４
３
１
，
０
７
０
千
円
、

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
交
付
金
事
業
１
，
９
１
０
，

９
４
２
千
円
、
移
住
定
住
促
進
住

宅
整
備
事
業
１
４
６
，
９
９
３
千

円
、
車
輌
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

４
１
４
，
８
９
１
千
円
、
町
債
管

理
事
業
５
４
２
，
９
７
０
千
円
を

予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
外
７
会

計
の
総
額
で
は
、
７
，
８
６
８
，

０
６
９
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

か
社
会
の
実
現
」
な
ど
重
要
政
策

課
題
へ
の
的
確
な
対
応
、そ
し
て
、

「
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
て
掲
げ
る
施
策

の
着
実
な
推
進
と
財
政
の
健
全
化

に
よ
る
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤

の
両
立
を
予
算
編
成
の
基
本
方
針

と
し
て
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
り
、
北

竜
町
の
可
能
性
を
引
き
出
し
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
行
政
の
ス
リ

ム
化
、
効
率
化
を
更
に
徹
底
し
な

が
ら
財
源
の
確
保
に
努
め
、
加
え

て
、本
町
が
保
有
す
る「
ヒ
ト（
人
・

組
織
）」、「
モ
ノ
（
公
共
施
設
）」、

「
カ
ネ（
予
算
）」、「
情
報
」及
び「
地

域
資
源
（
町
民
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
自
然
環
境
等
）」
の
５

つ
の
経
営
資
源
を
活
用
し
、
最
大

限
の
成
果
を
上
げ
る「
行
政
経
営
」

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
令
和
７
年
度
の
各
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
各
会
計
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
北
竜
町
総
合

計
画
並
び
に
実
施
計
画
の
効
果
的

な
推
進
と
持
続
可
能
な
行
財
政
基

盤
の
構
築
の
両
立
」
を
掲
げ
、
総

合
計
画
に
掲
げ
る
「
６
つ
の
基
本

◎
新
た
な
人
事
評
価
制
度

の
構
築
と
能
力
及
び
実
績

に
基
づ
く
人
事
管
理
の
推

進
に
つ
い
て

　

人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、
令
和

９
年
度
か
ら
の
本
格
的
な
運
用
を

見
据
え
、
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
効

率
的
な
運
用
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
採
用
年
次
や
合

格
し
た
採
用
試
験
の
種
類
に
と
ら

わ
れ
ず
、
能
力
・
実
績
に
基
づ
く

人
事
管
理
を
行
う
た
め
、
人
事
評

価
の
結
果
を
任
免
や
給
与
へ
活
用

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

適
正
か
つ
公
正
な
評
価
基
準
の
整

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
防
災
・
消
防
対
策
に
つ

い
て

　

地
域
の
防
災
力
を
向
上
し
て
い

く
上
で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

取
組
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
住
民

が
核
と
な
っ
た
、
自
主
防
災
組
織

の
設
置
に
向
け
、
引
き
続
き
防
災

教
育
・
情
報
提
供
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
内
に
お
け
る
防
災
体

制
の
再
編
・
強
化
や
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、「
地

域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
を

活
用
し
、
外
部
人
材
の
確
保
・
職

令和７年度行政執行方針
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努
め
て
参
り
ま
す
。
高
齢
者
の
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
も
継
続
し
て
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

運
行
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
月
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
や
効
率
的
な
運
行
、
将

来
に
向
け
た
持
続
可
能
性
を
確
保

す
る
た
め
、
北
竜
振
興
公
社
に
新

た
な
地
域
公
共
交
通
事
業
所
を
創

設
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
は
じ
め

と
し
て
地
域
公
共
交
通
な
ど
を
一

元
化
し
て
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
よ
り
、
町
民

皆
様
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
新
た

な
地
域
公
共
交
通
を
構
築
す
る
た

め
の
新
規
車
両
購
入
と
実
証
運
行

を
行
い
、
町
内
便
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
定
時
定
路
線
に
よ

る
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
か
ら
、
予

約
シ
ス
テ
ム
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
完
全
予
約
制
で
自
宅
前
か
ら

行
き
先
ま
で
自
由
に
運
行
可
能
な

「
デ
マ
ン
ド
型
交
通
」
へ
と
変
更

し
、
深
川
市
や
滝
川
市
へ
の
町
外

便
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
妹
背
牛

町
ま
で
の
接
続
便
に
加
え
て
、
現

在
運
行
が
不
足
し
て
い
る
時
間
帯

に
直
行
便
を
運
行
す
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
証
運
行
で
の
結
果
を
検
証

し
、
町
民
皆
様
の
よ
り
利
用
し
や

入
助
成
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
街
路
等
や
町
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
適
正
な
管
理
を
通
し
て
、
よ
り

安
全
・
安
心
な
生
活
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

悲
惨
な
事
故
防
止
に
向
け
、
関
係

機
関
、
組
織
及
び
町
民
総
ぐ
る
み

に
よ
る
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
北
竜
町
高
齢
者
運
転

免
許
証
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
の
利
用
促
進
に
向
け
、
送
迎

体
制
の
充
実
や
普
及
啓
発
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
◎
地
域
公
共
交
通
の
整
備

に
つ
い
て

　

本
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

間
、
町
内
便
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

及
び
住
民
混
乗
方
式
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
町
民
の

移
動
手
段
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

町
外
便
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

町
営
バ
ス
「
北
竜
妹
背
牛
線
」
に

つ
い
て
、
４
月
よ
り
美
葉
牛
地
区

ま
で
の
延
伸
と
朝
の
通
学
便
の
増

便
を
行
い
、
運
行
体
制
の
充
実
に

◎
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
の
新
型
受
信
機
の
整
備

に
つ
い
て

　

近
年
、
能
登
半
島
地
震
等
、
大

規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
住
民
の
迅
速
か
つ
確
実
な
避

難
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

に
よ
る
災
害
情
報
の
伝
達
を
確
実

に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
単
位
で

の
避
難
情
報
の
発
信
や
防
災
気
象

情
報
体
系
の
見
直
し
に
対
応
し
た

新
型
受
信
機
等
の
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

◎
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

　

依
然
と
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に

特
殊
詐
欺
被
害
が
報
道
さ
れ
て
い

る
中
、「
詐
欺
被
害
防
止
機
器
購

員
の
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
令
和
６
年
度
「
地
域
防
災
緊

急
整
備
事
業
」
に
て
購
入
予
定
の

テ
ン
ト
式
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡

易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
防
災
資
機
材
を

活
用
し
た
町
民
対
象
の
避
難
訓
練

や
小
・
中
学
校
の
防
災
教
室
で
の

体
験
会
な
ど
を
開
催
し
、
日
頃
か

ら
の
防
災
意
識
の
向
上
や
災
害
に

備
え
る
意
識
の
熟
成
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
併
せ
て
、
防
災
備
蓄
品

等
の
購
入
も
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
１
市

４
町
に
よ
る
深
川
地
区
消
防
組
合

の
連
携
強
化
と
効
率
的
な
運
営
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
将
来
に
向
け
た
北

竜
町
単
独
で
の
救
急
業
務
の
実
施

を
目
指
し
、
町
民
の
命
を
守
る
重

要
施
策
と
し
て
、
救
急
体
制
の
整

備
に
向
け
た
計
画
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
若
手
団
員
の
大
型

免
許
取
得
助
成
事
業
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
行
い
、
地
域
の
安
心
と

安
全
を
守
る
消
防
団
の
活
性
化
を

図
り
、
団
員
の
育
成
・
確
保
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

す
い
運
行
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域
公

共
交
通
体
制
の
確
立
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

◎
地
方
創
生
の
推
進
に
つ

い
て

　

令
和
７
年
度
国
の
予
算
に
お
い

て
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
と

創
意
工
夫
に
基
づ
き
、
地
域
の
多

様
な
主
体
の
参
画
を
通
じ
た
地
方

創
生
に
資
す
る
地
域
の
独
自
の
取

組
み
を
国
が
後
押
し
す
る
た
め
、

「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
交
付
金
（
第
２
世
代
交
付

金
）」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
新
た
に
策
定

し
た
「
北
竜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
方

針
で
あ
る
「
楽
し
い
『
ひ
ま
わ
り

令和７年度行政執行方針
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を
実
施
致
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
森
林
を
活
用
し
た
Ｊ
ク

レ
ジ
ッ
ト
創
出
の
し
く
み
な
ど
新

た
な
脱
炭
素
化
施
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

◎
自
治
体
Ｄ
Ｘ
・
行
政
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本

法
や
令
和
６
年
度
に
策
定
す
る
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

職
員
の
創
意
工
夫
に
よ
る
一
層
の

業
務
効
率
化
を
は
じ
め
と
し
て
、

働
き
方
改
革
の
推
進
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
目
指
す
た
め
、

「
ス
マ
ホ
普
及
１
０
０
％
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
や
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
」、「
Ａ
Ｉ
・
予
約
シ
ス

テ
ム
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」、「
庁
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
機
器
等
環
境
の
強

化
」、「
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
」

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
行

政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
活

用
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◎
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
す
る

新
た
な
移
住
定
住
促
進
住
宅
の
整

の
た
め
の
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
達

成
と
事
業
成
果
の
最
大
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、

移
住
・
定
住
人
口
を
増
や
し
、
ま

ち
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め
、
町

民
・
議
員
の
皆
様
や
職
員
と
と
も

に
一
丸
と
な
っ
て
、
新
し
い
北
竜

町
の
未
来
を
共
創
・
実
現
す
る
し

く
み
づ
く
り
と
各
種
施
策
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

◎
地
域
脱
炭
素
化
の
推
進

に
つ
い
て

　

国
の
２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭

素
社
会
を
見
据
え
た
二
酸
化
炭
素

排
出
ゼ
ロ
の
方
針
に
基
づ
き
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
実
行
し
て

参
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
森
林
環
境
整
備
や

公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
電
動
自
動

車
の
購
入
、
個
人
住
宅
へ
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
、
蓄
電
池
設
置
助
成

り
を
推
進
し
、
北
竜
町
へ
の
人
の

流
れ
を
新
た
に
創
出
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
従
前
よ
り
実
施
し
て

い
る
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
も
、
継
続
事
業
と
し
て

新
し
い
交
付
金
事
業
と
一
体
的
に

実
施
し
、
効
率
的
な
事
業
の
実
施

と
相
乗
効
果
の
発
揮
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た

り
、
令
和
７
年
４
月
よ
り
、
北
竜

振
興
公
社
と
社
会
福
祉
協
議
会
を

地
域
再
生
推
進
法
人
に
指
定
し
、

職
員
を
派
遣
す
る
仕
組
み
や
連
携

体
制
を
構
築
し
、
町
と
各
法
人
が

連
携
を
強
化
し
、
協
働
し
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

新
し
い
交
付
金
事
業
に
お
け
る

ハ
ー
ド
部
分
に
関
し
て
は
、
拠
点
整

備
事
業
と
し
て
、
移
住
定
住
促
進

住
宅
（
木
造
平
屋
１
棟
４
戸
）
の

実
施
設
計
と
建
設
工
事
、
建
設
敷

地
の
既
存
住
宅
４
棟
８
戸
の
解
体

工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
令
和

９
年
度
に
建
設
を
予
定
す
る
ひ
ま

わ
り
の
里
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の

実
施
設
計
を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー

ド
事
業
を
連
携
し
、
一
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
事
業
目
標
達
成

暮
ら
し
』
を
実
現
し
、
次
世
代
に

引
き
継
が
れ
る
未
来
志
向
の
ま
ち

づ
く
り
」を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

現
在
、
国
へ
の
交
付
申
請
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、

①
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の
推
進

②
新
た
な
公
共
交
通
を
主
体
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

③
ま
ち
づ
く
り
人
財
・
組
織
の
育

成
（「
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
」
の
構
築
）

④
主
体
的
で
共
創
的
な
地
域
や
町

外
と
つ
な
が
っ
て
学
ぶ
教
育
・
子

育
て
の
推
進

⑤
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進

⑥
交
流
人
口
及
び
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
・
深
化

⑦
デ
ジ
タ
ル
地
域
社
会
の
形
成

　

以
上
、
７
つ
の
柱
を
中
心
に
、

ま
ち
全
体
を
一
つ
の
経
営
体
と
す

る
「
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
」
の
も
と
で
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
町
民
総
参
加
で
各
種
施

策
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
せ
る

生
活
環
境
の
創
生
や
付
加
価
値
創

出
型
の
新
し
い
ま
ち
の
経
済
の
創

生
、
そ
し
て
多
様
な
関
係
人
口
の

増
加
と
相
互
連
携
し
た
ま
ち
づ
く

備
や
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
受
入
環
境
の
整
備
・
魅
力
化
を

図
る
と
と
も
に
、
既
存
の
定
住
促

進
住
宅
の
活
用
促
進
、
Ｐ
Ｒ
・
情

報
発
信
の
強
化
を
通
じ
て
、
多
様

な
外
部
人
材
や
新
規
就
農
者
、
農

業
体
験
者
、
お
試
し
移
住
の
受
入

れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
定
住
促
進
施
策
も

引
き
続
き
実
施
し
、
本
町
の
魅
力

発
信
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

空
き
家
、
空
き
地
情
報
に
つ
い

て
も
収
集
に
努
め
、
移
住
定
住
者

向
け
に
有
効
活
用
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に

つ
い
て

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
年
度
、

観
光
産
業
、
教
育
子
育
て
、
医
療

福
祉
の
各
分
野
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
「
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
」
を

は
じ
め
と
し
て
、「
ひ
ま
わ
り
油
」、

「
黒
千
石
大
豆
」
等
、
町
特
産
品

を
取
り
そ
ろ
え
、
よ
り
多
く
の
ご

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
寄
付
者
情
報
を

活
用
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
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◎
戸
籍
・
年
金
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
事
務
に
つ
い
て

　

戸
籍
・
年
金
事
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
個
人
情
報
に
係
わ
る
事
務

で
あ
り
ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
に
留
意
し
、
法
務
局
や

年
金
機
構
、内
閣
府
と
も
連
携
し
、

国
の
動
静
を
注
視
し
な
が
ら
相
談

業
務
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
令
和

7
年
度
は
、
戸
籍
の
振
り
仮
名
記

載
法
改
正
対
応
や
、
窓
口
で
の
支

払
い
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
、「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◎
廃
棄
物
処
理
等
環
境
衛

生
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
引
き
続
き
不
正
な
ご

み
出
し
、
不
法
投
棄
等
、
法
令
遵

守
の
啓
発
を
行
い
、
生
活
環
境
の

向
上
を
図
り
、
ご
み
分
別
の
周
知

と
啓
蒙
及
び
減
量
化
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

◎
高
齢
者
支
援
対
策
に
つ

い
て

　

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お

化
に
よ
る
誘
客
促
進
、
更
な
る
営

業
活
動
の
強
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的

改
善
、
商
品
開
発
、
経
費
節
減
策
を

進
め
、
利
潤
・
利
益
追
求
の
職
員

教
育
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
新

た
な
地
域
公
共
交
通
事
業
所
を
創

設
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
は
じ
め

と
し
て
地
域
公
共
交
通
な
ど
を
一

元
化
し
て
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
推
進
事
業
の

実
施
に
あ
た
り
、
町
か
ら
地
域
再

生
推
進
法
人
の
指
定
を
受
け
、
町

と
公
社
職
員
が
連
携
し
、
地
方
創

生
推
進
事
業
の
推
進
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

本
年
度
も
町
並
び
に
公
社
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

に
よ
っ
て
、
改
め
て
認
識
を
し
た

町
の
ブ
ラ
ン
ド
「
ひ
ま
わ
り
」
を

中
心
と
し
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発

信
、ロ
ゴ
や
名
刺
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、

お
米
や
ひ
ま
わ
り
油
等
を
使
用
し

た
お
土
産
品
開
発
な
ど
、
町
の
内

と
外
の
力
を
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増

や
し
、
北
竜
町
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
す
。

◎
株
式
会
社
北
竜
振
興
公

社
に
つ
い
て

　

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温

泉
の
指
定
管
理
業
務
、
農
畜
産
物

直
売
所
み
の
り
っ
ち
北
竜
並
び
に

商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
の
管
理

運
営
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
受

託
を
行
い
、
町
の
農
業
・
商
業
の

振
興
、
観
光
振
興
、
町
民
の
健
康

増
進
、
更
に
は
雇
用
の
場
と
し
て

町
の
地
域
振
興
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況

に
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
よ
り

引
き
続
き
、
経
営
改
善
に
向
け
て

専
門
家
か
ら
の
支
援
を
頂
き
、
北

竜
温
泉
の
魅
力
化
や
戦
略
的
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
情
報
発
信
の
強

り
特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト
・
移
住
定

住
の
情
報
発
信
を
行
い
、
関
係
人

口
の
増
加
に
取
り
組
む
と
共
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
リ
ピ
ー
タ
ー
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

集
落
支
援
員
の
充
実
及
び

地
域
活
性
化
起
業
人
の
活

用
に
つ
い
て

　

庁
内
に
お
け
る
人
材
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
各
分
野
に
お
き
ま

し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、

集
落
支
援
員
の
更
な
る
募
集
を
行

い
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
き

地
域
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
内
の
大
学
等
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
専
門
知
識

を
持
つ
学
生
の
受
け
入
れ
を
行

い
、
本
町
で
ご
活
躍
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

新
た
に
、
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
に
よ
り
、
民
間
企
業
の
専
門

知
識
・
業
務
経
験
・
人
脈
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
即
戦
力
人
材
と
し

て
の
活
用
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

◎
北
竜
町
の
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

昨
年
度
よ
り
、
北
竜
町
未
来
に

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
や

り
ま
す
在
宅
福
祉
事
業
を
継
続
し

て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
等

制
度
の
周
知
を
行
い
、
広
く
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

更
に
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
を

頂
い
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
和
地

区
、
碧
水
地
区
の
「
地
域
支
え
合

い
セ
ン
タ
ー
」に
つ
き
ま
し
て
も
、

更
な
る
ご
利
用
を
頂
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎
障
が
い
者
支
援
対
策
に

つ
い
て

　
「
障
が
い
者
総
合
支
援
法
」
に
基

づ
き
、
身
体
・
精
神
・
知
的
そ
れ

ぞ
れ
の
障
が
い
者
手
帳
を
保
有
さ

れ
て
い
る
方
が
、
よ
り
よ
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
医
療
機
関
等
関
係
機
関
と

連
携
し
、
必
要
に
応
じ
た
自
立
支

援
給
付
及
び
自
立
支
援
医
療
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
空
知
成
年
後
見
相
談

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
北
空
知
1
市
4
町
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
町
民
に
対
す
る

成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
に
つ

い
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

令和７年度行政執行方針
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◎
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

本
年
は
「
第
９
期
北
竜
町
介
護

保
険
事
業
計
画
」
の
２
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増

加
し
て
お
り
、
介
護
保
険
特
別
会

計
も
逼
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
介
護
予
防
対
策
に
つ
い
て

　

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
元
気

も
り
も
り
運
動
教
室
」
を
は
じ
め

と
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
並
び
に
、
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
の
交
流

の
場
と
し
て
商
業
活
性
化
施
設
コ

コ
ワ
並
び
に
碧
水
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
あ
さ

が
お
く
ら
ぶ
」
の
周
知
に
努
め
、

閉
じ
こ
も
り
予
防
や
介
護
予
防
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

正
な
診
療
施
設
の
管
理
運
営
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
旭
川

市
と
そ
の
近
郊
の
病
院
か
ら
、
医

療
情
報
の
や
り
と
り
が
出
来
る

「
た
い
せ
つ
安
心
医
療
ネ
ッ
ト
」

の
活
用
を
、
引
き
続
き
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

町
立
歯
科
診
療
所
に
お
い
て

は
、
運
営
費
用
の
助
成
を
通
し
て

支
援
を
実
施
し
、
医
療
機
会
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
利
用
の
促
進
を

は
か
り
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
い
て

　

保
険
者
が
北
海
道
に
移
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
民
健
康
保
険
事
業

は
、
町
民
の
健
康
と
生
活
を
支
え

る
大
切
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
周
知
を
図
り
、
医
療
費

通
知
の
実
施
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
促
進
、
特
定
健
診
未

受
診
者
対
策
、
及
び
新
た
に
若
年

国
保
加
入
者
に
対
す
る
健
診
を
実

施
し
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
安

定
的
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
保
育
園
と
懇
談
を
行
い
、
よ

り
よ
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
社

会
福
祉
協
議
会
に
指
定
管
理
委
託

を
行
い
、
効
率
的
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
出

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
老
朽
化

し
た
シ
ー
ト
の
更
新
を
実
施
し
、

引
き
続
き
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

◎
医
療
対
策
に
つ
い
て

　

本
町
の
医
療
機
関
で
あ
る
町
立

診
療
所
及
び
町
立
歯
科
診
療
所
に

つ
い
て
、
地
域
に
密
着
し
た
第
1

次
保
健
医
療
機
関
と
し
て
、
町
民

の
健
康
を
守
る
地
域
医
療
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

町
立
診
療
所
に
お
い
て
は
、
適

◎
子
育
て
支
援
対
策
に
つ

い
て	

　

昨
年
度
策
定
を
行
っ
た
「
第
3

期
北
竜
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
育
て

支
援
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
令
和
7
年
度
は
、「
北
竜
町

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
子
育
て
に
対
す
る
相
談
窓
口

の
一
本
化
を
行
い
、
す
べ
て
の
子

ど
も
と
そ
の
家
庭
、
そ
し
て
妊
産

婦
に
対
し
て
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
実
施
で
き
る
よ
う
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

に
係
わ
る
関
係
者
が
連
携
し
、
子

育
て
不
安
を
抱
え
る
親
子
の
育
児

能
力
の
向
上
や
虐
待
予
防
の
支
援

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
通
年
入
所
児
童
の
基

本
保
育
料
の
全
額
減
免
や
、
高
校

生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
交
付
金
事
業
に
よ

り
妊
娠
時
か
ら
出
産
、
子
育
て
に

対
す
る
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
従
来
実
施
し
て
お
り
ま
す
養

育
支
援
等
、
各
種
子
育
て
支
援
制

度
の
実
施
を
通
し
て
、
少
子
化
対

策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

保
育
園
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン

◎
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

認
知
症
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
が
気
軽
に
集
う
こ
と
が

で
き
る
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を
商

業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
並
び
に
碧

水
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。
認
知
症
が
あ
っ
て
も

地
域
と
つ
な
が
り
、
助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ

い
て

　

各
種
検
診
に
対
す
る
助
成
や
健

康
教
育
を
行
い
、
ま
た
、
令
和
６

年
度
よ
り
開
始
し
た
、
20
～
30
代

の
若
年
者
を
対
象
と
し
た
健
診
を

実
施
し
、
検
診
受
診
率
の
向
上
と

生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
並
び

に
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。
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◎
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
本
年
は
農
政
の
転
換
期
に
あ

り
、
改
正
基
本
法
の
も
と
で
初
め

て
と
な
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
の
策
定
や
、
令
和
９
年
度

の
見
直
し
に
向
け
た
水
田
政
策
の

在
り
方
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
地
域
の
基
幹
産
業
を

発
展
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
対
策
を
見
極
め
、
国
の
事

業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
引
き
続

き
必
要
な
施
策
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。　
　

　

特
産
品
で
あ
る
ス
イ
カ
・
メ
ロ

ン
に
つ
い
て
の
ハ
ウ
ス
資
材
助
成

を
行
い
、
生
産
拡
大
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
地
域
特
産
品
開
発

支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
町
内
産

の
原
材
料
を
使
用
し
た
試
作
品
の

開
発
や
、
市
場
調
査
等
、
新
た
な

地
域
の
特
産
品
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
団
体
や
個
人
を
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

　

農
業
者
が
主
体
の
農
業
・
農
村

の
多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
揮
す

る
取
り
組
み
や
中
山
間
地
域
農

業
、
環
境
保
全
型
農
業
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図

り
、
北
竜
町
の
農
業
振
興
の
た
め

等
に
使
用
す
る
平
成
21
年
購
入
の

リ
フ
ト
車
を
更
新
し
て
参
り
ま
す
。

　

介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
致
事
業

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
、

ご
入
所
者
様
及
び
ご
家
族
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
施
設
を
目
指
し
、
職

員
の
資
質
向
上
、
意
識
改
善
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
持
つ
知
見
を
地
域
に
も
広
く
発

信
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
介
護
人
員
が
少
な

い
時
間
帯
に
お
い
て
、
ご
利
用
者

様
の
睡
眠
時
の
安
全
管
理
及
び
効

果
的
な
見
守
り
を
目
的
と
し
て
、
道

補
助
金
を
活
用
し
、
新
た
に
眠
り

ス
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経
費

に
つ
い
て
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
継

続
し
て
さ
ら
な
る
安
心
安
全
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

み
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
こ
数
年
は
繰
入
の
額
を
少

し
ず
つ
減
ら
し
ま
し
た
が
、
依
然

と
し
て
１
億
円
以
上
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
引
き
続
き
、
よ
り
強
固
な

経
営
改
善
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
３
年
間
の
様
々
な
検
討
の
結

果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
町
の
高
齢

者
施
策
推
進
の
中
で
、
こ
の
北
竜

町
永
楽
園
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
か
、
町
内
関
係
機
関
と
十

分
な
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
の
中
で
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
、
昨
年
度
ま
で
社

会
福
祉
協
議
会
と
永
楽
園
で
実
施

し
て
い
た
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

今
年
度
よ
り
一
本
化
し
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
く
社
会
福
祉
協
議
会
で

実
施
し
て
い
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

一
部
内
容
を
見
直
し
今
年
度
か
ら

永
楽
園
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

移
行
に
伴
い
、
配
送
用
の
軽
自
動

車
１
台
を
購
入
し
て
参
り
ま
す
。

　

施
設
等
老
朽
化
に
伴
う
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理

等
を
行
い
施
設
環
境
の
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
入
所
者
の
病
院
受
診

◎
「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」
に
つ
い
て

　

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

は
、
既
存
の
介
護
、
障
が
い
、
子

ど
も
、
生
活
困
窮
の
相
談
支
援
等

の
取
組
を
活
か
し
つ
つ
、
町
民
の

複
雑
化
・
多
様
化
し
た
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
超
え
て
「
チ
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
」
が
実
現
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
か
つ
、
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一

体
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
地
域
福
祉
実

践
計
画
の
目
標
で
あ
る
「
共
に
支

え
合
い
、
安
心
で
安
全
な
福
祉
の

地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
く
上

で
必
要
な
取
組
と
位
置
づ
け
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
令

和
７
年
度
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
、
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

北
竜
町
永
楽
園
の
運
営
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
度
よ
り
コ
ン
サ
ル
を

導
入
し
、
現
状
分
析
及
び
経
営
改

善
に
向
け
た
対
応
、
並
び
に
将
来

の
施
設
経
営
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

短
期
的
に
実
現
可
能
な
取
り
組

の
各
種
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
に
定
め
る
北
竜
町
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

計
画
２
年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

◎
農
畜
産
物
直
売
所
「
み
の

り
っ
ち
北
竜
」
に
つ
い
て

　

「
み
の
り
っ
ち
北
竜
」
は
、
今

年
で
開
業
14
年
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
生
産
者
が
心
を

込
め
て
栽
培
し
た
新
鮮
な
農
産
物

や
加
工
品
を
町
内
外
の
お
客
様
に

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
・

安
全
で
美
味
し
い
「
北
竜
ブ
ラ
ン

ド
」の
構
築
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
体
制
に
つ
い
て
生

産
者
協
議
会
の
積
極
的
な
関
与
に

つ
い
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
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◎
農
産
物
加
工
実
習
セ
ン

タ
ー
「
パ
ル
ム
」
に
つ
い
て

　

年
月
の
経
過
と
と
も
に
、
施
設

及
び
備
品
の
老
朽
化
が
目
立
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
適
切
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
計
画
的
な
更
新
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
利
用

者
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
地
域
活
性

化
に
一
翼
を
担
う
よ
う
施
設
の
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
農
業
生
産
基
盤
整
備
に

つ
い
て

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
道
営
農
地
整
備
事
業
の
推

進
に
よ
り
、
生
産
条
件
の
改
善
と

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
を
図
る

ほ
か
、
関
連
す
る
農
道
、
排
水
路

な
ど
の
適
切
な
維
持
管
理
や
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
業
水
利

施
設
の
改
修
お
よ
び
保
全
事
業
に

よ
り
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
と
も
に
農
業

基
盤
整
備
事
業
へ
の
取
組
に
つ
い

て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

◎
農
地
流
動
化
対
策
に
つ

い
て

　

農
地
の
有
効
利
用
や
農
業
経
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
地
域
計
画
に
よ
り
、
受

け
手
へ
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

農
地
の
集
約
化
等
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

◎
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成

基
金
に
つ
い
て

　

「
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
基
金
」
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
担
い
手
育
成

事
業
へ
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
、
町
と
農
業
者
で
事
業
費
を

負
担
し
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
本
町
農
業
の
健
全
な
発
展
に
資

す
る
取
組
と
な
る
よ
う
ひ
ま
わ
り

バ
ン
ク
幹
事
会
や
運
用
委
員
会
で

協
議
し
て
参
り
ま
す
。

◎
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

研
修
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
や
サ
ポ

ー
ト
体
制
づ
く
り
、
更
に
「
新
農

業
人
フ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ
る

担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
等
を
一

体
的
に
行
う
た
め
に
集
落
支
援
員

制
度
を
活
用
し
、
本
年
度
も
引
き

続
き
、
新
規
就
農
者
、
農
業
体
験

実
習
生
、
雇
用
就
農
の
受
入
体
制

の
充
実
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
に
準
備
し
た
研
修
農

場
は
、
研
修
生
を
迎
え
入
れ
本
格

的
な
稼
働
の
年
と
な
り
ま
す
。
就

農
定
着
に
向
け
た
支
援
を
関
係
機

関
と
連
携
し
、
担
い
手
育
成
の
環

境
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
農
業
後
継
者
対
策
と

し
て
結
婚
相
談
員
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
出
会
い
や
交
流
等
の
機
会

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

森
林
は
、
木
材
の
供
給
は
も
ち

ろ
ん
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か

ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
多
面

的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
北
空
知
森
林
組
合
と
の
連
携

に
よ
り
、
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進

事
業
等
の
補
助
金
を
活
用
し
、
更

新
時
期
を
迎
え
た
未
整
備
森
林
所

有
者
へ
適
切
な
森
林
施
業
の
実
施

を
勧
奨
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
活
用
に
よ
り
、
除
伐
・
保
育
間

伐
等
を
支
援
す
る
私
有
林
等
整

備
事
業
や
人
工
林
の
下
草
刈
り

を
支
援
す
る
健
全
な
森
づ
く
り

事
業
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

能
力
が
高
い
活
力
あ
る
森
づ
く

り
と
地
域
林
業
の
活
性
化
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に

つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
防
止
計
画
に
基
づ

き
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
春
期
捕
獲
や

小
動
物
用
電
気
柵
購
入
支
援
に
よ

り
被
害
の
低
減
化
に
努
め
、
エ
ゾ

シ
カ
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
が
行

っ
て
い
る
報
奨
金
制
度
へ
の
支
援

に
よ
り
一
層
の
駆
除
体
制
の
強
化

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
熊
の
目
撃
が
相
次
い

で
お
り
、
道
内
で
も
人
身
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

猟
友
会
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
被
害
防
止
に
む
け

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
進
入
防
止
電
牧
柵
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
適
時
、

適
切
に
電
線
の
上
げ
下
ろ
し
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
路
線
の
見
直

し
を
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

確
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

商
業
活
性
化
基
本
条
例
に
基
づ

く
各
種
支
援
を
商
工
会
と
連
携
し

て
積
極
的
に
活
用
頂
き
、
商
工
業

の
活
性
化
と
従
業
員
雇
用
を
促
進

し
、
商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
を

活
用
し
た
地
元
商
店
の
消
費
拡
大

対
策
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

◎
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　

昨
年
、
北
竜
町
の
顔
で
あ
る
「
ひ

ま
わ
り
の
里
」
に
は
、
24
万
６
千
人

も
の
観
光
客
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
運
営
に
は
、

町
民
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
団
体

の
皆
様
に
広
く
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
ひ
ま
わ
り
畑
の
拡
大
や
来

訪
客
の
増
加
と
と
も
に
維
持
管
理

費
が
ま
ち
づ
く
り
に
過
大
な
負
担

を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
ひ
ま
わ
り
の
里
が
未

来
に
引
き
継
が
れ
る
た
め
の
取
組
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と
し
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
駐

車
場
料
金
の
徴
収
を
実
施
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
い
い
ひ
ま
わ
り
を
咲
か
せ
、

来
訪
者
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
事
業
を
活
用

し
た
ひ
ま
わ
り
の
里
全
体
の
見

直
し
の
取
組
み
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
の
ひ
ま
わ
り
の
里
の
施
設
運

営
、
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

◎
ひ
ま
わ
り
油
推
進
事
業

に
つ
い
て

　

ひ
ま
わ
り
油
推
進
事
業
は
、
生

産
者
を
は
じ
め
搾
油
業
務
先
と

な
る
ひ
ま
わ
り
工
房
や
酪
農
学

園
大
学
、
更
に
は
日
清
オ
イ
リ
オ

グ
ル
ー
プ
等
と
の
連
携
協
力
に

よ
り
、「
北
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食

品
２
０
２
３
」
の
称
号
を
得
る
な

ど
、
一
定
の
成
果
を
納
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
10
年
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
老
朽
化
が
進
む
収

穫
機
械
類
の
更
新
や
搾
油
業
務

に
必
要
な
新
た
な
生
産
体
制
の

構
築
に
関
す
る
検
討
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
酪
農
学
園

大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
油
に

関
す
る
取
り
組
み
の
外
、
北
竜
町

全
体
に
お
け
る
農
業
課
題
の
調
査

研
究
や
新
商
品
の
開
発
等
を
進
め

る
と
共
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
と
な
る
物
販
イ
ベ
ン
ト
等
に
も

積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
町
の
魅

力
や
価
値
を
広
く
発
信
し
て
参
り

ま
す
。

◎
道
路
・
河
川
・
橋
梁
に

つ
い
て

　

道
路
及
び
河
川
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
、
減
災
・
防
災
の
た

め
の
起
債
事
業
を
活
用
し
整
備
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま

で
同
様
、
側
溝
整
備
、
舗
装
修
繕

等
の
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
国
の
起
債
事
業
を
活
用
し
て
参

り
ま
し
た
、今
年
度
に
つ
い
て
も
、

護
岸
整
備
工
事
を
３
河
川
、
浚
渫

工
事
を
１
河
川
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
費
補
助
を
活
用
し
、

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

岩
村
橋
補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
行
っ
て
お
り

ま
す
除
雪
セ
ン
タ
ー
建
設
の
２
期

工
事
、
そ
し
て
、
既
存
除
雪
セ
ン

タ
ー
の
解
体
、
跡
地
に
お
い
て
バ

ス
等
車
庫
の
建
設
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

◎
排
水
機
場
に
つ
い
て

　

排
水
機
場
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
例
年
、
定
期
点
検
、
修
繕
等

に
よ
り
適
切
に
管
理
し
て
お
り
、

碧
水
排
水
機
場
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
の
「
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
」
を
活
用
し
、
令
和
9
年
度
ま

で
の
機
能
保
全
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
補
修
、
主
要

機
械
の
工
場
製
作
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
公
営
住
宅
に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ

て
の
町
民
が
安
心
安
全
で
暮
ら
せ

る
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
確
保

の
た
め
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
維
持
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
予
防
保
全
的
な
観

点
か
ら
、
適
時
適
切
な
修
繕
を
効

果
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
等
に
よ

り
、
入
居
者
の
快
適
な
住
環
境
の

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
個
別
排
水
処
理
事
業
に

つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
個
別

排
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
経

営
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り

良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
各

処
理
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
合
処
理
の
出
来
な
い

地
域
に
お
け
る
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
を
推
進
し
、
生
活
環
境

の
改
善
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
和
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
に
取
り
組

む
た
め
機
械
・
設
備
更
新
の
計
画

を
策
定
す
る
と
共
に
、
今
後
の
経

営
状
況
の
推
移
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
経
営
戦
略
の
策
定
を
行
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
簡
易
水
道
事
業
と
共

に
、
料
金
の
公
平
な
負
担
と
、
漏

水
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め

新
た
な
料
金
区
分
を
設
け
る
た
め

の
条
例
改
正
を
議
案
と
し
て
提
出

し
て
お
り
ま
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
参

り
ま
す
。　

　

ま
た
、
現
在
、
老
朽
化
し
た
配

水
管
の
布
設
替
え
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
布
設
し
た
国
道
横
断
管
へ

の
接
続
と
、
既
設
管
の
撤
去
を
行

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
簡
易
水
道
事
業
に
お

い
て
も
経
営
戦
略
の
策
定
を
行
う

と
共
に
、
水
道
管
漏
水
調
査
を
継

続
し
て
行
い
、
施
設
の
機
能
保
持

と
経
費
削
減
に
努
め
、
効
率
的
な

事
業
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

令和７年度行政執行方針
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◎
は
じ
め
に

　

社
会
が
急
激
に
変
化
し
、
将
来

を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代

に
お
い
て
、「
正
解
」
の
な
い
問

い
に
果
敢
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
令
和
５
年
、
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
教

育
に
向
け
た
「
第
４
期
教
育
振
興

基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
北

海
道
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
北

海
道
が
目
指
す「
自
立
」と「
共
生
」

の
理
念
を
継
承
し
た
「
北
海
道
教

育
推
進
計
画
」
の
下
、
教
育
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

北
竜
町
教
育
行
政
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
国
や
道

の
動
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

「
北
竜
町
総
合
計
画
」
に
お
け
る

教
育
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
す
べ

て
の
世
代
が
成
長
し
合
う
活
発
な

ま
ち
」
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と
り

が
持
つ
可
能
性
を
伸
ば
し
、
よ
り

豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
「
人
々
が
輝
く
、
教
育

の
町 

北
竜
」
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
、
そ
し
て
町
民
の

皆
様
の
期
待
や
信
頼
に
応
え
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
11
年
度
の
義
務
教

育
学
校
開
校
、
並
び
に
令
和
13
年

度
の
学
校
等
複
合
施
設
の
開
設
に

あ
た
り
、
本
年
度
は
、
基
本
設
計

の
実
施
、
学
校
経
営
計
画
及
び
施

設
運
営
計
画
策
定
に
向
け
た
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
な
推
進
方
策
を

学
校
教
育
と
社
会
教
育
・
社
会

体
育
分
野
に
分
け
て
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
学
校
教
育
分
野
に
つ
い
て

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が

秘
め
て
い
る
可
能
性
を
自
ら
が
広

げ
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
く

た
め
、
学
校
教
育
の
最
大
の
目
標

で
あ
る
「
自
立
し
た
学
習
者
の
育

成
」
を
目
指
し
、
次
の
５
点
を
重

要
施
策
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

①
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き

る
資
質
・
能
力
の
育
成

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
生
を

切
り
拓
い
て
い
く
上
で
必
要
な
力

を
育
む
た
め
に
、
互
い
に
支
え
合

い
、
認
め
合
う
、
支
持
的
・
親
和

的
人
間
関
係
を
基
盤
と
し
た
学
習

集
団
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
授
業
の
二
本
柱
で
あ
る
「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
同
的
な

学
び
」を
一
体
的
に
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
誰
も
が
学
べ
る
授
業

づ
く
り
」
の
実
践
を
進
め
る
と
と

も
に
、「
何
を
学
ぶ
か
」
だ
け
で

は
な
く
、「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の

か
」
を
重
視
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
教
師
主
導
型
授
業
か
ら
子

ど
も
主
体
型
授
業
へ
の
転
換
を
図

り
ま
す
。

　

更
に
は
、
義
務
教
育
学
校
へ
の

着
実
な
移
行
の
た
め
、
小
中
連
携

強
化
に
向
け
、
学
校
運
営
協
議
会

で
協
議
を
行
う
な
ど
、
地
域
社
会

と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員

一
人
ひ
と
り
が
持
つ
可
能
性
を
伸
ば
し
、

一
人
ひ
と
り
が
持
つ
可
能
性
を
伸
ば
し
、

   
   

　
よ
り
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

　
よ
り
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

令和７年度教育行政執行方針
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を
使
用
し
た
授
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
特
性
・
強
み
を
生
か
し
た
学
習

支
援
ア
プ
リ
や
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を

導
入
し
、
児
童
生
徒
の
習
熟
の
程

度
に
応
じ
た
学
習
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
導
入
か
ら
５
カ
年
が
経

過
し
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
た

め
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
使
用

に
向
け
、
新
た
な
端
末
購
入
を
行

い
ま
す
。

　

更
に
、
本
町
農
業
、
観
光
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
小
中
連
携

の
一
つ
と
し
て
「
ひ
ま
わ
り
ガ
イ

ド
」
の
活
動
を
小
・
中
学
生
が
一

緒
に
行
う
こ
と
や
、
小
学
校
５
年

生
を
対
象
に
「
そ
ば
打
ち
体
験
学

習
」・「
稲
作
体
験
学
習
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

中
学
生
の
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行

を
継
続
し
て
実
施
し
、
ひ
ま
わ
り

ラ
イ
ス
の
販
売
体
験
、
更
に
戦
争

や
米
軍
基
地
問
題
等
に
つ
い
て
も

学
習
し
、
平
和
の
尊
さ
と
平
和
を

愛
す
る
心
を
育
み
ま
す
。

　

学
校
部
活
動
の
在
り
方
に
関
し

て
は
、
北
空
知
１
市
５
町(

雨
竜

町
を
含
む)

共
同
事
業
と
し
て
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
度
は
、
実
証
実
験

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

た
な
不
登
校
や
い
じ
め
等
を
生
ま

な
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
、予
防
・

開
発
的
な
生
徒
指
導
に
つ
い
て
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら

推
進
し
ま
す
。

③
健
や
か
な
体
の
育
成

　

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

習
慣
等
調
査
の
結
果
分
析
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
部
活
動
や
少
年

団
活
動
へ
の
支
援
な
ど
も
継
続

し
、
体
力
運
動
能
力
の
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
継
続

実
施
や
、「
が
ん
教
育
」、「
赤
ち

ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
教
室
」
な
ど
も
実

施
す
る
と
と
も
に
、
防
災
教
育
、

薬
物
乱
用
防
止
な
ど
、
自
ら
の
判

断
で
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
の
で

き
る
力
を
養
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し

て
は
、引
き
続
き
無
償
化
と
し
、「
食

育
」
に
も
着
目
し
た
地
場
産
食
材

を
取
り
入
れ
た
安
全
安
心
な
完
全

給
食
の
実
施
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

④
教
育
活
動
の
充
実
及
び
環

境
の
整
備

　

国
の
ギ
ガ
・
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
る
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
実
感
し
、
達
成
感
を
持
て
る
授

業
づ
く
り
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に

寄
り
添
う
日
常
的
な
子
ど
も
理
解

に
基
づ
く
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
知
っ

て
い
る
」、「
一
緒
に
学
ん
だ
」
だ

け
で
は
な
く
、「
助
け
合
い
」、「
支

え
合
っ
た
」
と
い
う
人
間
関
係
を

醸
成
し
、「
ひ
ま
わ
り
の
町
北
竜
」

「
農
業
の
町
北
竜
」
へ
の
誇
り
を

持
ち
、
将
来
に
わ
た
り
「
北
竜
を

愛
す
る
心
」
に
根
付
い
た
町
づ
く

り
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
徳
教
育
の
充
実
を

図
り
、
命
を
大
切
に
す
る
心
、
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
、
よ
り
よ

い
生
き
方(well being)
を
創
出

す
る
「
心
の
教
育
」
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

様
々
な
要
因
で
不
登
校
や
不
登

校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
に
は
、

多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
し
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
児
童
相
談
所
な
ど
関
係

諸
機
関
と
連
携
し
、
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
不
登
校
や
い
じ
め
等

の
問
題
が
発
生
し
て
か
ら
の
対
処

的
な
対
応
に
頼
る
こ
と
な
く
、
新

の
小
中
相
互
乗
り
入
れ
指
導
を
実

施
し
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
町
費
負
担

教
諭
の
配
置
に
よ
り
複
式
学
級
を

解
消
し
、
手
厚
い
指
導
が
可
能
な

状
態
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
学

習
支
援
員
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
を
配
置
し
、
き
め
細
や
か
な
学

習
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
教
育
で
は
、
英

語
指
導
助
手
を
外
国
語
授
業
へ
派

遣
す
る
ほ
か
、
公
設
学
習
塾
の
開

催
を
継
続
し
て
実
施
す
る
の
に
加

え
て
、
今
年
度
新
た
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
国
際
交
流
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

更
に
、
中
学
校
で
は
、
語
学
留

学
制
度
を
継
続
し
、
生
徒
の
学
習

意
欲
を
積
極
的
に
引
き
出
し
、
小

学
校
で
は
、
外
国
語
専
科
教
員
や

理
科
専
科
教
員
を
配
置
し
、
よ
り

専
門
的
な
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

②
豊
か
な
心
の
育
成

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性

を
育
成
す
る
た
め
、
よ
り
よ
い
学

級
集
団
づ
く
り
に
つ
な
が
る
「
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
」
を
実
践
し
、

自
尊
感
情
や
自
己
有
用
感
を
育
む

と
と
も
に
、
誰
も
が
自
分
の
成
長

り
、
子
ど
も
達
が
将
来
に
わ
た
っ

て
、
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
や
、
や

り
た
い
文
化
活
動
が
で
き
る
機
会

を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
、
中
学
校
部
活
動
送
迎

支
援
事
業
を
継
続
実
施
し
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

夏
場
の
暑
さ
対
策
と
し
て
特
別

教
室
に
簡
易
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
、
学
び
や
す
く
働
き
や
す
い
環

境
の
整
備
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
⑤
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り

　

学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
が
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
に

必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
教
育
活
動
や
学

校
運
営
の
改
善
・
充
実
を
図
る
と
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③
図
書
館
を
活
用
し
た
事
業

の
展
開

　

多
様
化
す
る
町
民
の
学
習
意
欲

や
読
書
意
欲
に
対
応
す
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
図
書
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
と
し
て
新
た
に
司

書
を
迎
え
、
図
書
館
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
事
業
で
あ
る
乳
幼

児
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
」
や
「
読
み
聞
か
せ
教

室
」、
絵
本
作
家
を
招
い
た
「
原

画
展
、
講
演
会
」、「
リ
サ
イ
ク
ル

市
」
な
ど
の
事
業
も
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

　

更
に
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
移
動
図
書
事
業
、

学
童
保
育
へ
の
図
書
の
貸
し
出
し

事
業
の
継
続
を
図
る
と
と
も
に
、

道
立
図
書
館
や
近
隣
４
町
の
図
書

館
も
利
用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が

本
に
触
れ
る
機
会
の
拡
大
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

④
文
化
活
動
と
芸
術
鑑
賞
の

推
進

　

本
町
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を

保
護
・
継
承
す
る
た
め
、
郷
土
資

料
館
の
維
持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

②
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
心
身
と
も
健
康
に
過
ご
せ
る

よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
体

育
協
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
各
種

大
会
や
事
業
を
開
催
ま
た
は
開
催

に
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
も
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど

年
間
を
通
し
た
体
力
作
り
、
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
、
体
力
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
フ
ロ
ア
カ

ー
リ
ン
グ
等
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

更
に
、
野
球
場
の
ベ
ー
ス
交
換

や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
芝
刈
機
の

更
新
な
ど
、施
設
の
充
実
を
図
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

学
習
機
会
の
提
供
や
町
民
が
生
活

を
営
む
上
で
の
課
題
に
応
じ
た
学

習
内
容
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、文
化
連
盟
や
体
育
協
会
、

そ
の
他
関
係
団
体
な
ど
の
支
援
や

育
成
に
も
努
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
５
点
を
重
点

施
策
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

①
学
ぶ
機
会
の
提
供

　

幼
児
期
で
は
、「
キ
ッ
ズ
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
」
や
「
初
心
者
水

泳
・
ス
キ
ー
教
室
」、学
童
期
で
は
、

「
ふ
れ
あ
い
事
業
」
や
「
文
化
公

演
会
」、
青
・
壮
年
期
に
は
、「
家

庭
教
育
学
級
」
や
「
全
町
女
性
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」、
高
齢

期
に
は
、「
ひ
ま
わ
り
大
学
」
な

ど
の
各
種
事
業
に
加
え
、
全
世
代

に
わ
た
り
、
趣
味
や
教
養
を
高
め

る
「
公
民
館
講
座
」
や
改
善
セ
ン

タ
ー
ジ
ム
機
器
を
使
用
し
て
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
促
進
事

業
」
を
継
続
実
施
す
る
な
ど
、
多

様
な
学
習
機
会
の
提
供
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

と
も
に
、
業
務
の
見
直
し
を
図
る

こ
と
で
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
を
確
保
し
、
子
ど
も
を
大
切
に

す
る
教
育
の
実
現
に
向
け
た
「
働

き
方
改
革
」
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
町
が
連

携
・
協
働
し
た
「
地
域
と
と
も
に

歩
む
学
校
づ
く
り
」
と
「
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
北
竜
町
民
が
総
が
か
り
で
子

ど
も
を
育
て
る
温
か
な
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
社
会
教
育
・
社
会
体
育

分
野
に
つ
い
て

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
習

活
動
に
意
欲
を
持
っ
て
参
画
し
、

豊
か
な
感
性
や
郷
土
を
愛
す
る
心

を
育
む
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
教

育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け

て
重
要
な
役
割
を
担
う
社
会
教
育

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
町
民

の
主
体
的
な
生
涯
学
習
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
活
動
の

推
進
や
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
年
齢
層
に
対
応
し
た

　

ま
た
、
真
竜
獅
子
舞
保
存
会
の

支
援
を
行
い
、
文
化
連
盟
や
サ
ー

ク
ル
活
動
と
も
連
携
し
て
「
町
民

文
化
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

芸
術
鑑
賞
事
業
で
は
、「
文
化

公
演
会
」
を
開
催
し
、
優
れ
た
芸

術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
参

り
ま
す
。

⑤
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

　

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
相

互
に
協
力
を
し
な
が
ら
社
会
全
体

で
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
青
少
年
の
健
や
か
な
育

成
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら

積
極
的
に
地
域
社
会
に
参
画
で
き

る
よ
う
、
中
学
生
以
上
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
す
る
「
北
竜

未
来
ユ
ー
ス
」
や
北
空
知
広
域
事

業
で
あ
り
ま
す
「
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
」
へ
の
派
遣
、更
に
は
、

「
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

な
ど
リ
ー
ダ
ー
養
成
・
研
修
事
業

の
実
施
を
す
る
と
と
も
に
、
親
子

の
絆
を
深
め
る「
親
子
体
験
教
室
」

な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
を
育
む
環
境
を
整
え

て
参
り
ま
す
。
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　行政課題への的確な対応や、重点施策の迅速かつ確実な実施に向け、より効率的で機能的な執行体制の確立を

図るため、令和７年度の機構改革を令和７年４月１日より実施します。概要は、以下のとおりです。

◎ 来庁者の利便性向上を第一に考え、便利で快適な窓口サービスを提供するため、申請や届出等の窓口業務を

集約化した組織体制に再編する。

※窓口業務一元化に関する組織改変に関しては、令和７年度中にすこやかセンターの改修により事務所スペース

を確保し、令和８年４月１日より実施する。

■ １．町民サービス・利便性の向上を図るための体制の整備

◎ 行政課題への的確な対応や「第３期北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略」にて掲げる施策を迅速かつ着

実に推進するため、機動力のある組織体制を構築する。

■ ２．機動力のある組織体制の整備

◎ 職員一人ひとりが主体的に考え、町民と職員みんなでまちづくりを推進するため、縦割体制を脱却し、全庁

的な連携体制を構築する。

■ ３．町民と職員みんなでまちづくりができる組織体制の整備

◎ 職員の減少など人手不足に対応できる効率的かつ機能的な組織体制を整備する。

■ ４．効果的かつ機能的な組織体制の整備

◎ 持続可能なまちづくりを推進するため、国補助金の積極的な活用やふるさと納税の強化、企業版ふるさと納

税制度の積極的な活用など、稼ぐ力を最大限発揮できる体制を構築する。

■ ５．財源確保の推進に向けた体制の整備

◎ 将来に向けたＤＸ推進を持続可能なものとするため、外部人材の確保とＤＸ人材の育成など一体的に推進で

きる体制を整備する。

■ ６．DX推進に向けた体制の整備

◎ 移住定住の推進やまちの人口を維持するため、北竜町の魅力発信やプロモーションなどＰＲ体制を強化する。

■ ７．まちの魅力発信・プロモーションを強化する組織体制の整備

◎ 妊産婦や子ども、子育て世帯への一体的な支援体制や子どもから高齢者まで切れ目ない支援体制を構築する。

■ ８．人口減少・少子高齢者に対応した組織体制の整備

◎ 令和１１年度に予定する義務教育学校開設に向け、円滑な学校準備と北竜町独自の魅力ある教育の推進、子

育てと教育の連携を図るための体制を整備する。

■ ９．新しい学校づくりに向けた体制の整備

【基本方針】

◎ 重要施策の主導的な推進・管理を行うとともに、組織的連携を強化するため、「総合政策室」を新たに設置し、「総

合政策官」を専任で配置するとともに、「政策推進係」を新たに設置する。

■ １．「総合政策室」の設置

【改変内容】

役場の組織を改編役場の組織を改編
　令和７年度の機構改革を実施　令和７年度の機構改革を実施
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◎ 防災体制の強化及び人材育成の推進、町有財産の一元的・効率的な管理・運用を図るため、「総務課」から交

通安全・防犯に関する事項を「こども・くらし応援課」へ、財務に関する事項を「まち未来戦略課」へ、予算経

理などに関する事項を「出納室」へ、「企画振興課」から各種統計調査に関する事項、「産業課」から土地台帳に

関する事項、「建設課」から公営住宅管理に係る事項を 「総務課」へ移管する。

◎ 庶務係を再編し、「総務係」、「防災・管財係」を新たに設置する。

■ ２．｢総務課」の再編

◎ 出納・経理業務の一元化・効率的な管理・運用を図るため、「総務課」から予算経理、源泉所得税法定調書の作成、

公共料金支払いなどに関する事項を「出納室」へ移管する。

■ ３．｢出納室」の再編

◎ 地域公共交通の再編及び地方創生、移住・定住対策、まちの魅力発信等新しいまちづくり施策を着実に推進

するとともに、ＤＸ推進などを重点的に進めるため、　「企画振興課」から各種統計調査に関する事項を「総務課」

へ、「総務課」から財務に関する事項、「産業課」からひまわりの里魅力創造に関する事項、「経済ひまわり推進室」

からひまわり油に関する事項を「まち未来戦略課」へ移管する。

◎ 企画係、広報統計係を再編し、「まちづくり・情報推進係」、「魅力発信係」、「財政係」を新たに設置し、課名

称を「企画振興課」から「まち未来戦略課」に改める。

■ ４．「企画振興課」の再編・名称変更

◎ 町民サービス・利便性の向上及び業務の効率化を図るため、「総務課」から交通安全、防犯に関する事項、「企

画振興課」から脱炭素化に関する業務を「こども・くらし応援課」へ移管する。

◎ 「住民課」の戸籍年金に関する事項及び国民健康保険、介護保険に関する事項、環境衛生に関する事項など窓

口業務を集約化し、町民生活係、戸籍年金係、国保医療係、介護保険係を再編し、「戸籍・町民生活係」、「医療・

介護保険係」を新たに設置する。

◎ 妊産婦や子ども、子育て世帯へ一体的に相談支援等を行うなど子育て支援体制を強化するため 「こども家庭

センター」を新たに設置する。

◎ 幼児期教育から義務教育への円滑な接続と連携を図るとともに、町民の健康増進や介護予防、高齢者福祉等に関

する業務を連携して推進するため、福祉係、保健指導係、介護予防係、地域包括推進係を再編し、「こども未来・福

祉係」、「健康推進係」、「高齢者支援係」を新たに設置し、課名称を「住民課」から「こども・くらし応援課」に改める。

■ ５．「住民課」の再編・名称変更

◎ 業務の効率化を図るため、「産業課」から土地台帳に関する事項を「総務課」へ、北竜町の魅力発信を一体的・

効果的に行うため、「産業課」からひまわりの里魅力創造に関する事項、「経済ひまわり推進室」からひまわり油

に関する事項を「まち未来戦略課」へ移管する。

◎ 職員不足に対応した効率的な組織運営を行うため、農業振興係、農業担い手係を再編し、 「農政・基盤整備係」

を新たに設置する。

◎ 「経済ひまわり推進室」は廃止する。

■ ６．「産業課」・「経済ひまわり推進室」の再編・名称変更

◎ 町有財産の一元的・効率的な管理・運用を図るため、「建設課」から公営住宅管理に関する事項を「総務課」

へ移管し、係名称を「建築住宅係」から「建築係」に改める。

■ ７．「建設課」の再編

◎ 保育期から小学校、中学校までの一貫した教育や義務教育学校、北竜町独自の教育の推進など新しい学校開

校や多世代交流の推進に向け、「新しい学校づくり推進室」を新たに設置する。

◎ 「総務学校教育係」、「社会教育係」、「社会体育係」を再編し、子どもから高齢者まで世代間交流や生涯学習、

スポーツの振興を連携して推進するため、「学務係」、「生涯学習推進係」を新たに設置する。

■ ８．「教育課」の再編



1616



1717 令和７年４月号令和７年４月号

令和７年度 北竜町職員人事機構
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　令和７年度の北竜町の予算は、「北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の着実な推進を掲げ、　令和７年度の北竜町の予算は、「北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の着実な推進を掲げ、

新たな基本方針や基本目標に基づく新しいまちづくりにより、移住・定住人口を増やし、まちの新たな基本方針や基本目標に基づく新しいまちづくりにより、移住・定住人口を増やし、まちの

人口を維持するため、町民一丸となって、新しい北竜町の未来を共創・実現するしくみづくりを人口を維持するため、町民一丸となって、新しい北竜町の未来を共創・実現するしくみづくりを

着実に推進し、「人を大事にし、安心して楽しく働き、楽しく暮らせる」まちの実現に向けた積極着実に推進し、「人を大事にし、安心して楽しく働き、楽しく暮らせる」まちの実現に向けた積極

的な予算としています。的な予算としています。

※令和６年度予算額については、当初予算が骨格予算であるため第１号補正後（肉付後）予算額を表示。※令和６年度予算額については、当初予算が骨格予算であるため第１号補正後（肉付後）予算額を表示。

① 安心して働き、暮らせる生活環境の創生① 安心して働き、暮らせる生活環境の創生
② 東京一極集中のリスクに対応した人や企業の地方分散への対応② 東京一極集中のリスクに対応した人や企業の地方分散への対応
③ 付加価値創出型の新しいまちの経済の創生③ 付加価値創出型の新しいまちの経済の創生
④ デジタル・新技術の徹底活用④ デジタル・新技術の徹底活用
　 「産官学金労言」の連携、機運の向上と、新しいまちづくりのしくみ　 「産官学金労言」の連携、機運の向上と、新しいまちづくりのしくみ

楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、
次世代に引き継がれる未来志向のまちづくり次世代に引き継がれる未来志向のまちづくり

【４つの基本目標と横断的目標】　【４つの基本目標と横断的目標】　

【新たな基本方針】　【新たな基本方針】　

今年度の北竜町の今年度の北竜町の
　一般会計予算総額　一般会計予算総額
 　６３億３，５００万円 　６３億３，５００万円

各会計予算額

会　　計　　名 R7年度予算 R6年度予算 増　減 前年
対比

一　般　会　計 63億 3,500万円 40億 7,400万円 22億 6,100万円増 55.5

国民健康保険特別会計 2億8,270万円 2億8,900万円 630万円減 △2.2

町立診療所事業特別会計 9,900万円 1億510万円 610万円減 △5.8

後期高齢者医療特別会計 3,960万円 4,450万円 490万円減 △11.0

介護保険特別会計 3億10万円 3億1,150万円 1,140万円減 △3.7

特別養護老人ホーム事業
特別会計

4億7,660万円 4億7,950万円 290万円減 △0.6

小　　　計 11億 9,800万円 12億 2,960万円 3,160万円減 △2.6

農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計

1億7,510万円 1億6,536万円 974万円増 5.9

簡易水道事業会計 1億5,997万円 2億7,633万円 1億1,636万円減 △42.1

合　　　　　計 78億 6,807万円 57億 4,529万円 21億 2,278万円増 36.9

特
　
別
　
会
　
計

（%）

令和７年度予算

横横



1919 令和７年４月号令和７年４月号

一般会計内訳

令和７年度予算



2020

      農業の振興農業の振興

      地域医療の充実地域医療の充実

      出産・子育て支援の充実出産・子育て支援の充実

      林業の振興林業の振興

      観光観光の振興の振興

      商工業商工業の振興の振興

●農業生産基盤の充実●農業生産基盤の充実
● 中山間地域等直接支払推進事業

● 多面的機能支払事業

● 基幹水利施設管理事業（恵岱別ダム）

● 基幹水利施設管理事業（幌新・恵比島・沼田）

● 水利施設等保全高度化事業

● 水利施設等保全高度化事業（幌新・恵比島・沼田）

● 水利施設管理強化事業

● 農業振興地域整備計画管理事業

●担い手及び新規就農者の育成・確保●担い手及び新規就農者の育成・確保
● 新規就農者誘致促進事業

　新規就農者の誘致及び就農直後の経営確立を支援。

●有害鳥獣対策の強化●有害鳥獣対策の強化
● 有害鳥獣駆除対策事業

●地域医療体制の充実●地域医療体制の充実
● 地域医療体制支援事業

　夜間・休日・小児の救急医療体制の確保、夜間急

　病テレホンセンター設置など。

●母子保健の充実●母子保健の充実
● 児童発達支援事業

　障害のある児童に対して、療育（発達支援サービス）

　を提供。

● 不妊治療費助成事業

　不妊治療に係る自己負担額を助成（保険適応：全額、

　保険適応外：上限30万円）。

● 妊婦のための支援給付金事業

　妊婦支援給付金（1回目、2回目）支給（各5万円）。

● 妊婦出産支援事業

　妊娠期から子育て期にかけ、切れ目のない相談支

　援を実施する。。
● 産後ケア・育児サポート事業

　深川市立病院訪問型・通所型助産師サポート事業

　の利用料を助成。その他の産後ケア施設利用料に

　ついて、費用の9割を助成。

●林道・作業路の整備●林道・作業路の整備
● 竜西地区墓地の沢用水維持管理事業

●計画的な森林整備の促進●計画的な森林整備の促進
● 水源林整備促進事業

　三谷第1団地作業道補修工事など。

● 健全な森づくり推進事業

● 豊かな森づくり推進事業

● 私有林等整備事業

　森林環境譲与税を活用し、私有林において実施す

　る森林整備事業に対し補助金を交付する。

● 森林環境基金管理運用事業

　森林環境譲与税を森林整備等のため基金積立。

●観光・交流資源の充実●観光・交流資源の充実
● ひまわりロード作付助成事業

　10aあたり30,800円を助成。

●新たな観光・交流資源の掘り起こし●新たな観光・交流資源の掘り起こし
● ふるさと納税推進事業

●町内消費活動の促進●町内消費活動の促進
● 商工業活性化推進事業

　新規事業を展開する町内商工業者に商工業元気支

　援応援補助金を交付する。

●雇用の創出・企業への支援●雇用の創出・企業への支援
● 特定地域づくり協同組合事業

　町内事業者を組合員とする育成型人材派遣組合

　「特定地域づくり事業協同組合」を設立。

112,181千円

96,248千円

20,267千円

7,935千円

17,400千円

8,203千円

9,479千円

2,486千円

8,459千円

33,739千円

2,558千円

8,672千円

	

1,110千円

	

550千円

	

1,274千円

	

998千円

198千円

	

8,842千円

150千円

3,271千円

1,496千円

	

5,477千円

971千円

	

	

431,070千円

1,500千円

	

	

5,102千円

１．ひまわりを活かした１．ひまわりを活かした
　　　　　　　あかるいまち　　　　　　　あかるいまち

２．ともに支え合う２．ともに支え合う
　　　　　　　快活なまち　　　　　　　快活なまち

重点

重点

重点

新規

重点

新規

新規

新規

一般会計の主な事業一般会計の主な事業

令和７年度予算



2121 令和７年４月号令和７年４月号

● 子育て世帯訪問支援事業

　家事育児等の不安・負担を抱える子育て家庭等へ

　支援員が家事・育児支援等を行う。

●保育サービスの充実●保育サービスの充実
● やわら保育園管理運営事業

●安全で安心な居場所づくり●安全で安心な居場所づくり
● 放課後児童健全育成事業（学童保育）

●子育て支援サービスの充実●子育て支援サービスの充実
● 地域子育て支援センター管理運営事業

● こども家庭センター設置事業

　子どもや子育て世帯、妊産婦を対象に医療・福祉・

　保育・教育などの多方面から継続して一体的な支

　援をおこなうため子ども家庭センターを設置する。

●子育て世帯への経済的な支援●子育て世帯への経済的な支援
● 高等学校等通学等助成事業

　通学費・下宿代の1/2（上限7千円）を助成。

● 出産祝金支給事業

　1人出産につき200千円を支給。

● やわら保育園保育料減免事業

　やわら保育園保育料（月額基本保育料）を無料化。

● 乳幼児等医療費一部負担金助成事業

　高校生までの入通院に係る医療費を無料化。

1,044千円

58,424千円

	

5,223千円

	

8,905千円

8,304千円

	

	

3,192千円

	

1,000千円

	

1,134千円

	

4,228千円

新規 重点

令和７年度予算

      高齢者支援の充実高齢者支援の充実

      障がい者支援の充実障がい者支援の充実

●高齢者支援推進体制の推進●高齢者支援推進体制の推進
● 重層的支援体制整備事業

　住民が抱える複雑化・複合化した支援ニーズに対

　応する包括的支援体制を構築する。

● 保健・介護一体的実施推進事業

　低栄養ハイリスク者への栄養指導、フレイル（心

　と体の動きが弱まってきた状態）予防などの健康

　教育の実施など。

●高齢者支援サービスの充実●高齢者支援サービスの充実
● 福祉灯油等購入助成事業

　灯油代助成：10千円　電気代助成：6千円

● 高齢者世帯等除雪費助成事業

　1シーズン20千円を限度に除雪委託費等の1/2を助成。  

●保健･医療サービスの充実●保健･医療サービスの充実
● 障害者地域生活支援事業

　相談支援事業、日常生活用具給付事業など。

●自立支援給付と地域生活支援事業の推進●自立支援給付と地域生活支援事業の推進
● 障害者自立支援給付事業

　障害福祉サービスに係る給付や支援を実施。

32,538千円

	

3,300千円

	

	

	

1,456千円

	

1,800千円

4,990千円

	

	

67,675千円

新規 重点

      移住・定住の促進移住・定住の促進

      自然環境保全自然環境保全

●公営住宅等の整備●公営住宅等の整備
● 住宅等除却費助成事業

　空き家となった住宅等の解体除却に要する費用の

　一部を助成（解体費の1/2、上限1,000千円）。

●●移住・定住促進のための支援施策の検討・推進移住・定住促進のための支援施策の検討・推進
● 結婚新生活支援事業

　新婚世帯の新生活に向け、引っ越し費用や新居購

　入費・家賃等の一部を助成する。

●新エネルギー施設の推進●新エネルギー施設の推進
● 住宅用太陽光発電システム設置助成事業

　太陽：1kw当たり7万円（上限28万円）、

　蓄電池：1kw当たり1万円（上限4万円）を助成。

　また令和6年度より各1kw当たり2万円（上限8万円）、

　1万円（上限4万円）を加算する（対象要件あり）。

4,000千円

	

	

600千円

320千円

３．快適に暮らせる３．快適に暮らせる
　　　　　　　心豊かなまち　　　　　　　心豊かなまち

      道路・公共交通の整備道路・公共交通の整備

●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進
● 橋梁維持管理（長寿命化）事業

　橋梁長寿命化補修工事（1橋）。

●除排雪等の充実●除排雪等の充実
● 公共施設除雪事業

● 道路除雪事業

72,718千円

	

	

20,782千円

53,517千円

４．安心して生活できる４．安心して生活できる
　　　　　　晴れやかなまち　　　　　　晴れやかなまち



2222

      防災体制の充実防災体制の充実

      消防・救急の充実消防・救急の充実

●総合的な防災体制の充実●総合的な防災体制の充実
● 防災対策推進事業

　地域防災マネージャーの配置

● 災害対策用物資備蓄事業

　防災用備蓄品を購入。

● 全国瞬時警報システム整備事業

　J-アラート受信機の更新

●●防災・減災、国土強靱化の推進防災・減災、国土強靱化の推進
● 緊急自然災害防止対策事業（道路）

　大雨等による自然災害防止のため、3道路の舗装工

　事等を実施。

● 緊急自然災害防止対策事業（河川）

　大雨等による自然災害防止のため、3河川の護岸整

　備工事を実施。

● 緊急浚渫推進事業

　大雨等による自然災害防止のため、1河川の河床掘

　削・立木伐採工事を実施。

● 排水機場施設整備事業

　碧水排水機場の施設等整備を実施（本工事）

●常備消防・救急救助体制の強化及び充実●常備消防・救急救助体制の強化及び充実
● 深川地区消防組合負担金事業

（消防救急体制整備事業（消防庁舎内部改修・職員給

など））

7,025千円

	

1,067千円

	

12,006千円

	

	

12,584千円

	

32,021千円

	

5,390千円

	

16,109千円

14,418千円

      地域コミュニティへの支援地域コミュニティへの支援

      広報・広聴の推進広報・広聴の推進

      行政経営の推進行政経営の推進

      環境衛生の充実環境衛生の充実

●地域の活性化に向けた支援の充実●地域の活性化に向けた支援の充実
● 地域おこし協力隊事業

　観光振興･移住・有害鳥獣対策等の分野における地

　域活性化を促進。。
● 集落対策事業

　北竜町ポータルサイト管理運営、情報発信による

　北竜町支援活動の推進。

　新規就農者受入体制整備の推進。イベント企画運

　営や移住促進。。
● 地域活性化起業人事業

　地方創生事業に取り組む上での課題に対し専門的

　なノウハウや知見を活かして事業を実施するため、

　地域活性化起業人の協力を得る。

●広聴活動の充実●広聴活動の充実
● 国勢調査事業

●行政の情報化の推進●行政の情報化の推進
● 社会保障・税番号制度事業

　マイナンバーカードの発行、マイナンバー制度の

　浸透を図るための環境を整備など。

●自治体DXの推進●自治体DXの推進
● 情報システム管理運用事業

　総合行政システムの標準化対応を行う。

●ごみ処理・リサイクル体制の充実●ごみ処理・リサイクル体制の充実
● ごみ収集運搬事業

● 北空知衛生センター組合負担金事業

　（北空知衛生センター車両更新（運搬用コンテナ車））

● 中・北空知廃棄物処理広域連合負担金事業

●墓地・火葬場の適正管理●墓地・火葬場の適正管理
● 北空知衛生センター組合負担金事業

　北空知葬斎施設整備事業（外構工事4,688千円、旧

　火葬場解体工事4,150千円）

61,280千円

	

19,381千円

	

	

29,500千円

1,800千円

7,906千円

	

	

110,649千円

12,703千円

4,095千円

	

8,424千円

8,838千円

６．人と想いをつなげ６．人と想いをつなげ
　　　　　　　躍動するまち　　　　　　　躍動するまち

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

新規 重点

新規 重点

重点

重点

重点

重点

      学校教育の充実学校教育の充実

●学校教育の充実●学校教育の充実
● 小学校学習支援員配置事業

● 小学校特別支援教育支援員配置事業

● 小学校臨時教職員補充事業

● 小・中学校ICT環境整備事業

 (小学校:6,957千円、中学校:3,647千円)

　GIGA端末等の更新を行う。

2,716千円

5,533千円

5,883千円

10,604千円

５．すべての世代が５．すべての世代が
　　　成長し合う活発なまち　　　成長し合う活発なまち

新規 重点

令和７年度予算



2323 令和７年４月号令和７年４月号

●効率的・効果的な行政運営の推進●効率的・効果的な行政運営の推進
● 行政評価制度推進事業

●健全な財政運営の推進●健全な財政運営の推進
● 減債基金管理運用事業（基金積立）

　将来負担軽減のため後年度公債費償還財源として

　基金積立。

●公共施設の計画的な維持管理と適正配置●公共施設の計画的な維持管理と適正配置
● 水防倉庫解体事業

● 車輌センター整備事業

　既存車輌センターの老朽化や除雪車輌の大型化、

　地域公共交通車輌の確保・増大など現状課題を踏

　まえ、除雪車輌格納庫、詰所、スクールバス車庫、

　地域公共交通車輌車庫を一体的に整備する。

1,173千円

	

270,116千円

	

	

4,066千円

414,891千円

重点

重点

新規

      地方創生推進交付金事業地方創生推進交付金事業

● 町内雇用システム構築事業

● 北竜版まちづくり会社設立支援事業

● ひまわりライス販路拡大事業

● 農産物直売促進事業

● ひまわり商品販路拡大事業

● ひまわりの里魅力向上事業

● ひまわり観光センター活性化事業

● サンフラワーパーク北竜温泉魅力向上事業

● 移動販売システム構築事業

9,000千円

2,000千円

4,000千円

600千円

1,780千円

46,398千円

6,345千円

2,000千円

7,500千円

７．楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、７．楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、
　　次世代に引き継がれる未来志向のまち　　次世代に引き継がれる未来志向のまち
　　（地方創生の推進）　　（地方創生の推進）

      新しい地方経新しい地方経済・済・生活環境創生交付金事業生活環境創生交付金事業

●コンパクトタウンの推進●コンパクトタウンの推進
● まちなか活性化・コンパクトタウン推進事業

● 市街地エリア移住促進・居住環境確保対策事業

● 福祉・安心エリア交流促進・活躍環境づくり事業

● 安全安心確保・健康づくり推進事業

●新たな地域公共交通ネットワークの確立●新たな地域公共交通ネットワークの確立
● 地域基幹交通システム構築事業

● 地域の移動とコミュニティ機能維持・活性化推進事業

●まちづくり人財・組織育成●まちづくり人財・組織育成
● まちづくり人材確保・育成事業

● まちづくり組織支援事業

● 「ひまわりホールディングス」構築・伴走支援事業

●主体的・共創的な地域や町外とつながって●主体的・共創的な地域や町外とつながって

  学ぶ教育・子育て  学ぶ教育・子育て
● 子どもの学びと成長促進事業

● 楽しい子育て環境充実・強化事業

●ブランド確立・プロモーションの推進●ブランド確立・プロモーションの推進
● ブランドマネジメント・実践事業

● プロモーション展開事業

●交流人口及び関係人口の創●交流人口及び関係人口の創出・出・拡拡大・大・深化深化
● 「ひまわりパーク」構想策定・整備関連事業

● 「ひまわりパーク」体験価値向上事業

● 大学生やクリエイター等との連携による未来創生・応援事業

●デジタル地域社会の形成●デジタル地域社会の形成
● 新しいデジタル技術活用促進事業

132,011千円

51,216千円

135,003千円

53,460千円

147,378千円

30,085千円

	

64,449千円

61,325千円

72,534千円

	

210,903千円

120,340千円

	

99,792千円

198,198千円

	

90,123千円

276,562千円

42,735千円

	

124,828千円

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

      移住定住促進住宅整備事業移住定住促進住宅整備事業

      観光交流センター整備事業観光交流センター整備事業

● 移住定住促進住宅実施設計委託

● 移住定住促進住宅建設工事

● 既存住宅解体工事

● 観光交流センター実施設計委託

8,690千円

94,897千円

43,406千円

20,217千円

新規

新規

新規

新規

重点

重点

重点

重点

令和７年度予算

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点
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町立診療所事業特別会計町立診療所事業特別会計

介護保険特別会計介護保険特別会計

簡易水道事業会計簡易水道事業会計

農業集落排水事業 及び農業集落排水事業 及び
個別排水処理事業会計個別排水処理事業会計

特別養護老人ホーム事業特別会計特別養護老人ホーム事業特別会計

特別会計の主な事業特別会計の主な事業

      地域医療の充実地域医療の充実
      高齢者支援の充実高齢者支援の充実

      水道・下水道の整備水道・下水道の整備

      高齢者支援の充実高齢者支援の充実

      水道・下水道の整備水道・下水道の整備

●地域医療体制の充実●地域医療体制の充実
● 町立診療所運営事業

● 町立歯科診療所運営事業

● 町立診療所医療用機器整備事業

　心電計・X線診断機器購入。

● 町立診療所医薬材料購入事業

●高齢者支援サービスの充実●高齢者支援サービスの充実
● 特別養護老人ホーム運営事業

● 特別養護老人ホーム設備整備事業

　Wi-Fi環境整備工事、眠りスキャン購入。

●農業集落排水施設の適正管理と加入促進●農業集落排水施設の適正管理と加入促進
● 和浄化センター設備更新事業

　事業計画策定

●浄化槽の適正管理と設置促進●浄化槽の適正管理と設置促進
● 浄化槽整備事業

　合併浄化槽（7人槽）を1基設置。

●介護保険事業の推進●介護保険事業の推進
● 介護予防・生活支援サービス事業

　介護予防訪問介護、介護予防通所介護の実施。

● 一般介護予防事業

　一般介護予防事業、地域リハビリテーション活動

　支援事業の実施。

● 在宅医療介護連携推進事業

　北空知地域医療・介護連携支援センター事業の実施。

● 認知症総合支援事業

　認知症の早期診断・早期対応に向けた支援を実施。

●簡易水道事業による給水体制の整備●簡易水道事業による給水体制の整備
● 簡易水道施設整備事業

　板谷地区配水管布設替工事、既設管撤去工事。

44,110千円

15,224千円

3,861千円

	

24,270千円

409,451千円

13,999千円

6,000千円

	

2,800千円

9,689千円

	

1,404千円

	

	

1,381千円

	

1,663千円

34,000千円

新規

新規

重点

重点

重点

町民一人あたりに計算すると

※住民基本台帳人口（令和７年３月１日現在）１，５８６人で算出

内　　　訳

総   務   費 ２，０７０，２９５円 商   工   費    　１９，００７円
そ   の   他

（議会費・労働費・
災害復旧費・公
債費・職員給・

予備費）

６１８，９４３円
民   生   費 　 ２２９，１４６円 土   木   費    ４１７，９４２円

衛   生   費 　 １６６，７９７円 消   防   費    　８３，１８１円

農林水産業費 　 ３１１，５４５円 教   育   費    　７７，４６９円

合　　　計 ３，９９４，３２５円

令和７年度予算
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塩見建設（株）から

ポータブル電源の寄贈

　２月１７日、塩見建設株式会社から町にポータブル

電源１台が寄贈されました。

　災害時の停電の際、避難所などで電気機器の使用に

役立ててもらえれば、と申し出をいただいたもので、

地域貢献に対する感謝として、当日来庁された越田代

表取締役に、佐々木町長からお礼の言葉と感謝状が贈

られました。

北竜中学校野球部が北竜町体

育協会スポーツ奨励賞を受賞

　北空知５町（北竜町・妹背牛町・雨竜町・秩父別

町・沼田町）の中学校野球部で構成される合同チーム

が、令和５年秋に文部科学大臣杯軟式野球大会南北海

道予選で優勝し、昨年３月に全国大会出場を果たしま

した。

　町民に元気と感動を与えたこの功績に対して、北竜

中学校野球部の田村祐真さん、橋本龍輝さん、永井寿

さんに、２月２７日、北竜町体育協会よりスポーツ奨

励賞が贈られました。

水谷茂樹氏が

北海道産業貢献賞を受賞

　美葉牛町内会の水谷茂樹氏が令和６年度北海道産

業貢献賞（農業関係功労者）を受賞され、２月２６

日に役場にて佐々木町長から表彰状が伝達されま

した。

　今回の表彰は、平成１７年から令和５年までの６期

１８年にわたり、北竜町農業委員として職責を務め、

中でも平成２６年からは１期３年間を会長代理、２期

６年間を会長として、農地行政の適正な執行や農業生

産の安定向上、農業委員会の円滑な運営など、地域農

業の発展・振興に多大な貢献をされた功績が認められ

たものです。
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富士電機工業（株）に

感謝状の贈呈

　２月１７日、深川市の富士電機工業株式会社に町か

ら感謝状が贈呈されました。

　和から碧水まで続くひまわり街路灯の雪下ろしと点

検をボランティアにて実施していただいたことに対し

て贈呈されたもので、当日来庁された大久保代表取締

役社長に、佐々木町長からお礼の言葉と共に感謝状が

手渡されました。

　２月７日、改善センターにて第４３回全町ミニバ

レーボール大会（北竜町体育協会主催）が開催され

ました。

　大会にはＡ・Ｂクラス合わせて男子が７チーム、女

子が４チーム出場し、優勝を目指して白熱した戦いが

繰り広げられました。なお、大会の結果は次の通りと

なりました。

第４３回北竜町

全町ミニバレーボール大会

男子Ａクラス優勝　　碧水
男子Ｂクラス優勝　　美葉牛

女子クラス優勝　　チーム麦男
子

女
子

伊藤隆幸さんに

北海道指導農業士称号を伝達

　２月１３日、札幌市で開催された令和６年度北海道

指導農業士・北海道農業士称号贈呈式において、指導

農業士に和町内会の伊藤隆幸さん、農業士に碧水町内

会の橋本哲さん、美葉牛町内会の山田敏光さんが新た

に認定されました。これを受け、３月７日に北海道指導

農業士授称祝賀会がサンフラワーパークで行われ、会に

先立ち称号伝達式が行われ、佐々木町長から伊藤隆幸さ

んに認定証が手渡されました。

　北竜町では指導農業士４名と農業士４名が称号を受け

られており、今回認定された３人と共に、今後の担い手の

育成や北竜町農業の発展と振興への活躍が期待されます。



2727 令和７年４月号令和７年４月号

１００歳長寿のお祝いとして

杉本利さんに記念品贈呈

　いちい団地に入居されている杉本利さんが、２月１

５日に満１００歳を迎えられました。

　佐々木町長からお祝いの言葉とともに、町からの長

寿記念品が手渡されました。その後、記念撮影を行い、

ご家族と１００歳のご長寿をお祝いしました。
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議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．４０６

【
４
月
】

１
日
…
や
わ
ら
保
育
園
入
園
式

７
日
…
北
竜
町
立
北
竜
中
学
校
入
学
式

８
日
…
北
竜
町
立
真
竜
小
学
校
入
学
式
、

交
通
安
全
祈
願
祭
、

未
定
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

例
月
出
納
検
査

【
３
月
】

４
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議

会５
日
…
酪
農
学
園
大
学
「
ひ
ま
わ
り
油

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
卒
業
論
文
発
表

会
」

７
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
ま
ち

づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

11
～
18
日
…
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

12
日
…
北
竜
町
立
北
竜
中
学
校
卒
業
式

17
日
…
北
竜
町
農
民
協
議
会
定
期
総
会

19
日
…
北
竜
町
立
真
竜
小
学
校
卒
業
式
、

自
衛
隊
新
入
隊
員
激
励
会

24
日
…
一
部
事
務
組
合
定
例
会
、
北
竜

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
設
立
30
周
年
記

念
式
祝
賀
会

25
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
北
空

知
葬
斎
場
内
覧
会

26
日
…
例
月
出
納
検
査

28
日
…
北
空
知
葬
斎
場
落
成
式

　

人
口
減
少
が
進
む
日
本
の
中
で
、

過
疎
、
過
密
、
所
得
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

北
竜
町
が
生
き
延
び
て
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
行
く
為
に
、

ど
の
様
な
対
策
が
必
要
な
の
か
、
町

の
行
政
と
議
会
が
町
民
の
意
向
を

聞
き
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
施
設
と
し
て
大
切
な
小
中

学
校
、
町
民
の
活
動
に
必
要
な
公
共

施
設
等
の
再
編
整
備
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
又
、
持
続
可
能
な
農

業
、
商
工
業
、
観
光
産
業
等
、
北
竜

町
の
良
さ
を
生
か
す
た
め
に
、
ど
の

様
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
な
の
か

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
経
営
の
規
模

拡
大
、
合
理
化
、
Ｉ
Ｔ
、
デ
ジ
タ
ル

等
、
効
率
化
は
否
応
な
し
に
求
め
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
急
速

な
人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め

を
か
け
る
に
は
、
規
模
拡
大
だ
け
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
小
規
模
で
も

生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く

事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為

に
は
、
半
農
半
Ｘ
（
兼
業
）
の
育
成

が
大
切
で
す
。
観
光
客
や
交
流
、
関

係
人
口
を
増
や
し
て
行
く
為
に
、
北

竜
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る

環
境
を
整
え
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
北
竜
町
の
良
さ
の
視
野
を

広
め
る
為
に
、
北
空
知
の
景
観
が
一

望
出
来
、
ま
た
好
天
の
日
は
大
雪
山

連
峰
ま
で
見
渡
す
事
が
出
来
る
、
眺

望
の
丘
と
そ
れ
に
続
く
数
十
メ
ー

ト
ル
の
小
高
い
山
か
ら
、
ひ
ま
わ
り

の
里
へ
戻
る
道
路
の
整
備
が
出
来

れ
ば
、
町
民
は
素
よ
り
、
観
光
客
の

皆
さ
ん
か
ら
の
北
竜
町
の
評
価
は

一
層
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 　

（
木
村 

和
雄
）

● モグモグ☆クッキング 

● 認知症物忘れ相談

 23日（水）10:00～11:30　すこやかセンター

 22日（火）10:00～11:30　ココワ研修室

 28日（月）10:00～11:30　碧水地域支え合いセンター

４月の
保健・介護予防

行事
※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。



2929 令和７年４月号令和７年４月号

歯 周 病 予 防 に つ い て

（担当：田中 望美）

【 第５２回 】

　マスクを外す機会が増えた今、人と話す時に、歯の汚れや口臭が気になる方も多いのではないで

しょうか。口臭の原因の９割は「歯周病」と言われており、卵や魚の腐敗臭のような不快な臭いが

特徴です。初対面の方との接触も増えるこの時期に、日頃の〝歯周病対策”を見直してみませんか？

　歯周病とは、細菌により歯ぐきに炎症が起こり、歯周組織が破壊されていく病気です。初期には

自覚症状が殆どなく、放置すると歯ぐきや歯の周囲の骨の組織が失われ、歯が抜け落ちます。また

歯周炎による毒性物質等が、糖尿病や血管の動脈硬化、肥満、認知症など様々な疾患を引き起します。

　「歯周病」は３０代以上の日本人の８割がかかっていると言われ、欧米に比べて定期的な歯科通

院や正しい口腔ケアの習慣が十分に定着していないことが要因と考えられています。日々の生活習

慣の見直しや定期的な歯科通院が、歯周病、ひいては全身の生活習慣病予防につながります。

　２０歳以上の方はどなたでも、町立歯科診療所で１年１回、歯科健診が無料で受けられます。健

診では、むし歯、歯垢、歯周病などのチェックに加え、７５歳以上の方は口腔機能検査も行います。

毎年１回は『歯の健診』も受け、むし歯や歯周病を予防しましょう。

●歯周病とは？●歯周病とは？

●誰とでも笑い合えるように！歯周病予防のポイント５つ●誰とでも笑い合えるように！歯周病予防のポイント５つ

●身体の健康診断と同じく、１年１回は『歯科健診』を！●身体の健康診断と同じく、１年１回は『歯科健診』を！

広報４月号とともに北竜町の住民健診・人間ドック等の案内チラシを配布しています。

健康診断のチラシを見たら、忘れないうちにすぐ申し込みましょう！

③ 生活習慣の見直し③ 生活習慣の見直し

適切な睡眠、栄養、運動は、体内の免疫力を整

えるため、歯周病予防に繋がっています。

⑤ 定期的な歯科通院⑤ 定期的な歯科通院

セルフケアに加えて、歯科でクリーニングや早期

治療を始めましょう。医療費節約にも繋がります。

② 歯のすき間、歯ぐきの歯垢ケア② 歯のすき間、歯ぐきの歯垢ケア

歯みがきだけでは歯垢の４０％は残ったまま。

フロスや歯間ブラシを併用しましょう。

④ 禁煙／過剰飲酒しない④ 禁煙／過剰飲酒しない

タバコと過剰飲酒は歯周病の大きなリスクです。

喫煙者はよりお口のケアに力をいれましょう。

■北竜町成人無料歯科健診

　【対象者】２０歳以上の町民   　　【助成回数】同一年度内に１回　　

　【持参物】マイナンバーカード、または健康保険証

　【内　容】むし歯、歯周病のチェック、歯垢、歯石の付着具合、かみ合わせ等のチェック、

　　　　　※７５歳以上の人には、口腔機能判定を同時に実施

　【健診機関】北竜町立歯科診療所（TEL：３４－２６５６） ※お申込は直接診療所にご予約ください。

① 毎日の正しい歯みがき① 毎日の正しい歯みがき

1日２回以上、力をいれず小刻みにブラッシン

グをし、丁寧に歯垢を落としていきましょう。

６月１８日（水）の住民健診
でも受けられます！
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今
月
の
行
政
相
談

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
４
・
５
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
４
月
18
日
（
金
）

※
申
し
込
み
期
限
４
月
15
日（
火
）

■
５
月
20
日
（
火
）

※
申
し
込
み
期
限
５
月
15
日（
木
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

４
月
15
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

■夜間急病テレホンセンター ℡：22-4100

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

４
月
15
日(

火)

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】

■
民
生
委
員
児
童
委
員

　

井
上
委
員
・
有
馬
委
員

■
人
権
擁
護
委
員

　

藤
井
委
員

北竜町地域子育て支援センター
℡３４ー８８０２

○日時　４月９日（水）

　　　　10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　はじめまして

ピカピカキッズ
○日時　４月18日（金）

　　　　10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　親子体験講座「ヨガ教室」

（対象：１歳児～）

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

4/6
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

さいとう歯科
℡ 0125-77-2088

4/13
 （日）

深川市立病院
(担当医・
 みきた整形外科クリニック
 院長 三木田 光）

℡ 22-1101

扇町歯科医院
℡ 0125-24-3300

4/20
 （日）

深川市立病院
(担当医・北竜町立診療所
 所長 浦本幸彦）

℡ 22-1101

松原歯科医院
℡ 0125-52-6480

4/27
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

歌志内ホワイト歯科
クリニック
℡ 0125-42-4618

4/29
 （火）

北海道中央病院
℡ 22-2135

5/3
 （土）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/4
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

えべおつ歯科
℡ 0125-75-5418

5/5
 （月）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/6
 （火）

深川市立病院
℡ 22-1101

休 日 当 番 医

ちびっこひろば
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戸
籍
に
振
り
仮
名
が

　
　
　
　

記
載
さ
れ
ま
す

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸

籍
法
が
施
行
さ
れ
、
戸
籍
の
氏
名

に
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
５
月
26
日
以
降
、
本

籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、
戸
籍

に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名

が
通
知
さ
れ
ま
す
。
通
知
さ
れ
た

振
り
仮
名
が
正
し
い
時
は
、
届
出

の
必
要
は
な
く
、
誤
っ
て
い
る
場

合
の
み
正
し
い
振
り
仮
名
の
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
振
り

仮
名
の
届
出
に
よ
る
手
数
料
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
出

を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
罰
則

や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

振
り
仮
名
の
届
出
に
当
た
っ
て

法
務
省
や
市
区
町
村
に
金
銭
を
支

払
う
よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
詐
欺
等
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/

MINJI/furigana/index.html

）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印

鑑
登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　
４
月
21
日
（
月
）
～

　
　
　
　

４
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

汚
泥
か
ら
作
っ
た
堆
肥

　

北
竜
コ
ン
ポ
ス
ト
販
売

　

本
年
も
、
和
・
碧
水
地
区
の
下

水
処
理
過
程
で
出
る
汚
泥
か
ら
作

っ
た
堆
肥
「
北
竜
コ
ン
ポ
ス
ト
」

を
販
売
し
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
等
に
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

建
設
課
上
下
水
道
係
（
℡
３
４
‐

７
０
３
４
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
生
産
量
が
少
な

い
た
め
、
１
申
込
に
つ
き
３
袋
の

限
定
販
売
と
し
ま
す
。
予
定
数
量

に
達
し
ま
し
た
ら
、
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
価
格
】
１
袋
（
18
㎏
）
２
５
０
円

【
配
送
】
４
月
下
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
ま
す
。

■主な成分の含有量
（平均的な測定値）

窒素全量 　（％） 　 ４．２

りん酸全量（％） 　 ５．２

加里全量 　（％） 　 ０．６

銅全量　（mg/kg） 　９３５

炭素窒素比 　 ６．０

令
和
６
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】
～
５
月
７
日
（
水
）

【
試
験
期
日
】

　

５
月
18
日
（
日
）・
19
日
（
月
）

　

の
ど
ち
ら
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

●
一
般
曹
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】
～
５
月
７
日
（
水
）

【
試
験
期
日
】

　

５
月
17
日
（
土
）・
21
日
（
水
）

　

の
い
ず
れ
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

旭
川
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

加
藤
宰
・
松
本
浩
章
・

　

寺
垣
信
晃

■
行
き
先
や
帰
宅
予
定
時
間
を
家

族
等
に
伝
え
る 

　

行
き
先
が
分
か
ら
な
い
と
、
遭

難
し
た
と
き
に
捜
索
範
囲
を
絞
れ

ず
、
救
助
活
動
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

■
山
奥
に
入
ら
な
い

　

慣
れ
た
山
で
も
油
断
せ
ず
、
自

分
の
体
力
や
体
調
、
天
候
や
日
没

時
間
に
合
わ
せ
た
行
動
を
し
ま
し

ょ
う
。

山
菜
採
り
は
目
先
の

収
穫
よ
り
も
安
全
第
一
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北竜町の事件・事故の発生状況（2月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2025年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

2024年 ０ ０ ０ １ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2025年 ０ 2025年 ３

2024年 ２ 2024年 41

節目、節目の届出を忘れずに！

被保険者種別 こんなとき 種別（異動） 届出先

自営業・自由業・
農林林業・学生など

就職したとき
（厚生年金や共済組合に加入）

第１号→第２号 勤務先

海外に転出する人が引き続き
国民年金に加入するとき

第１号任意加入 市町村

保険料を納めるのが難しいとき 第１号 市町村

会社員・公務員など
（厚生年金や共済組合に
加入している人）

退職したとき

本人 第２号→第１号 市町村

扶養されている
配偶者

第３号→第１号 市町村

第２号被保険者に
扶養されている配偶者

２０歳になったとき 第３号 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれたとき
（離婚・収入増の場合）

第３号→第１号 市町村

第
１
号

第
２
号

第
３
号

日本に住む２０歳から６０歳の人は全員加入

国民年金は、まず届け出から！

【問い合わせ先】　役場こども・くらし応援課　戸籍・町民生活係　℡：３４－７０３０

■
ふ
ん
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
引
き
返
す

　
畑
の
農
作
物
や
草
木
な
ど
が

食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
を
見
つ
け

た
と
き
は
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。

■
食
べ
も
の
は
必
ず
持
ち
帰
る

　
ヒ
グ
マ
は
、
い
っ
た
ん
人
間
の

食
べ
も
の
の
味
を
覚
え
る
と
、
そ

れ
を
目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て
場
な
ど

に
繰
り
返
し
出
没
し
ま
す
。

　
山
中
に
生
ゴ
ミ
を
放
置
し
た

り
、
埋
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
も
し
も
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た

場
合

　
騒
い
だ
り
、
背
中
を
見
せ
て
逃

げ
た
り
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か

に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

■
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
を
確
認
す
る

　
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新

聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
出

没
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
複
数
で
行
動
す
る

　
ヒ
グ
マ
か
ら
身
を
守
る
に
は
熊

撃
退
ス
プ
レ
ー
が
有
効
な
の
で
、

ス
プ
レ
ー
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

春
は
ヒ
グ
マ
と
の

　
　
　
　
遭
遇
に
注
意

■
単
独
入
山
を
避
け
る

　

万
が
一
、
山
中
で
迷
っ
た
り
、

け
が
を
し
た
場
合
、
一
人
で
は
対

処
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

複
数
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
目
立
つ
色
の
服
装
を
着
用
す
る

　

万
一
の
遭
難
で
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
上
空
か
ら
捜
索
す
る
場
合
、

赤
色
や
白
色
系
の
服
装
が
目
立

ち
ま
す
。

■
携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
携

行
す
る

　

携
帯
電
話
は
、
非
常
時
に
救
助

要
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
は
周
囲
に
自
分

の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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北竜消防では、町民の皆さんと防火・防災について考える場として、防火教室を開催しています。

　・消火器の正しい使用方法がわからない…

　・住宅用火災警報器の設置・点検方法がわからない…

　・災害時の避難バッグに、なにを入れたらいいのかわからない…

こういった「わからない」を減らし、いざという時に行動できるよう

防火・防災について一緒に考えてみましょう。

①消火器の点検・使用方法、実技訓練について

②住宅用火災警報器の設置・維持・管理方法について

③住宅の防火・防災対策について

④地震等の防火・防災対策について

⑤防火・防災等に関するDVD上映

　北竜消防では、町内会や各事業所、各種団体か

らのご要望により随時開催しています。お申し込

みの際は、下記担当係までご連絡ください。

【担当係】 
 深川地区消防組合深川消防署北竜支署予防係
 TEL：３４－２２００ / FAX ３４－４００９

●防火教室の内容●防火教室の内容 ●開催日・お申込みについて●開催日・お申込みについて

防火教室について防火教室について

期間：４/２０ ～ ４/３０

春 の 火 災 予 防 運 動春 の 火 災 予 防 運 動

全国統一防火標語：守りたい 未来があるから 火の用心

　　　北竜町無火災期間  （令和７年３月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　 １，７１２日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 　 ２６９日間

 令和７年深川地区消防組合管内火災発生件数　１件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　１件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　０件　　沼　田　０件

作業済み

　相続手続では、お亡くなりになられた方に関する大量の戸籍書類一式を、相続手続を取り扱う各種窓口

に何度も提出する必要があります。

　法定相続情報証明制度は、法務局に「申出書」、「戸籍書類一式」及び「相続関係を一覧にした図（法定相

続情報一覧図）」を提出することで、内容を確認した上で、法定相続人が誰であるのかを、登記官が証明し

て無料で交付します。法定相続情報一覧図を利用することで、お亡くなりになられた方の相続登記、預金

の払戻し、相続税の申告、各種年金手続などを行うときに必要とされる戸籍書類一式の提出が省略できます。

ご検討される方は、旭川地方法務局まで、お気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】　旭川地方法務局登記部門
　　　　　　　　℡：０１６６－３８－１１４６（平日 ９時～１７時）
　　　　　　　　https://houmukyoku.moj.go.jp/homu/page7_000013.html

（旭川地方法務局）■法定相続情報証明制度のご案内
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３１８

　

こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
は
３
月

上
旬
で
す
が
、
な
ん
だ
か
今
年
は

春
が
早
い
よ
う
な
印
象
で
す
。

ま
ず
は
私
事
か
ら
。

　

２
月
下
旬
に
腰
を
痛
め
ま
し
た
。

滑
っ
て
ぶ
つ
け
た
？
い
や
い
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
痛
め
ま
し
た
。

　

健
康
作
り
の
為
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
の
に
健
康
を
阻
害
し
て
ど
う

す
る
。
お
馬
鹿
さ
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
酷
い
ぎ
っ
く
り
腰
で
す
。

二
日
ほ
ど
で
改
善
傾
向
だ
っ
た
の

で
高
を
括
っ
て
運
動
し
た
ら
悪
化

し
ま
し
た
。
ま
た
二
日
ほ
ど
経
過

し
て
ひ
ど
い
痛
み
は
薄
く
な
っ
た

の
で
早
く
治
る
よ
う
に
腰
を
中
心

に
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
逆
に
悪
化
し
立
ち
上

が
り
や
歩
行
に
支
障
が
で
る
程
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
安
静
あ
る
の
み
で
す
。

一
日
一
日
少
し
ず
つ
症
状
は
軽
減

し
て
行
っ
て
ま
す
。
十
日
目
で
す
。

ま
だ
腰
は
痛
み
ま
す
が
立
ち
上
が

り
や
歩
行
は
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

結
論
と
し
て
は
、
年
取
る
と
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
も
体
を
痛
め
て

し
ま
う
。
ま
た
若
い
時
の
様
に
す

ぐ
に
は
治
ら
な
い
と
い
う
事
を
体

で
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
と
湿
布
と

入
浴
は
効
果
が
あ
る
事
も
。
で
も

も
う
湿
布
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

激
し
い
痛
み
で
は
な
い
事
と
体
か

ら
の
信
号
で
す
の
で
毎
日
痛
み
を

感
じ
取
り
変
化
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

元
々
腰
痛
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
完

全
に
痛
み
が
無
く
な
る
こ
と
は
期

待
し
て
い
ま
せ
ん
。
せ
め
て
運
動

出
来
る
位
ま
で
は
回
復
し
て
ほ
し

い
の
で
す
が
。

　

皆
様
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

い
や
、
そ
ん
な
無
理
は
し
な
い
よ
。

そ
う
で
す
ね
、
こ
ん
な
ケ
ガ
す
る

お
馬
鹿
さ
ん
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

で
も
逆
に
無
理
ど
こ
ろ
か
日
常
生

活
動
作
の
み
で
体
操
の
ひ
と
つ
も

や
ら
な
い
方
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
は
長
寿
社
会
で
す
。
皆
様

が
想
像
し
て
い
る
お
年
寄
り
は
昭

和
の
お
年
寄
り
で
す
。
70
歳
代
で

寿
命
が
尽
き
て
い
た
時
代
で
す
。

今
は
大
き
な
病
気
を
も
ら
わ
な
け

れ
ば
90
歳
ま
で
延
び
て
い
ま
す
。

な
の
で
運
動
機
能
の
維
持
を
心
が

け
て
い
な
い
と
足
腰
が
弱
り
自
分

一
人
で
日
常
生
活
動
作
が
出
来
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
病

気
で
な
く
て
も
。

　

医
学
（
特
に
予
防
医
学
）
の
進

歩
に
よ
り
寿
命
は
延
び
ま
し
た
が

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
自
助
努

力
も
必
要
で
す
。
お
年
寄
り
に
は

の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
縁

側
で
お
茶
を
飲
む
だ
け
で
は
済
ま

な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
お
年
を
召

す
と
体
力
以
上
に
気
力
の
低
下
を

自
覚
す
る
よ
う
で
す
。
そ
う
で
す
、

や
る
気
が
無
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
高
齢
者
に
体
操
や
筋
ト
レ

を
要
求
す
る
の
は
忍
び
な
い
の
で

す
が
（
し
か
も
運
動
し
過
ぎ
で
ケ

ガ
を
す
る
よ
う
な
奴
か
ら
）
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

筋
ト
レ
と
言
っ
て
も
若
い
人
が

す
る
ム
キ
ム
キ
に
な
る
様
な
も
ん

で
は
な
く
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
結
構
で

す
。
そ
う
！
そ
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
で

す
が
高
齢
者
の
方
か
ら
ス
ク
ワ
ッ

ト
を
や
っ
て
い
た
ら
椅
子
か
ら
立

ち
上
が
る
の
が
楽
に
な
っ
た
と
の

ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
本
人
に
喜
ん
で
頂
け
ま
し
た
が

僕
自
身
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

誰
か
さ
ん
み
た
い
な
や
り
過
ぎ
は

真
似
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

適
度
な
運
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
４月２３日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が深川市に
おいて介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。

適度な運動
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

７日（月）

真竜小学校 始業式 真竜小学校        

北竜中学校
入学式・始業式

北竜中学校 13:30～

８日（火）真竜小学校 入学式 真竜小学校  9:50～

４月の生涯学習カレンダー

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

4月 7・14・21・28日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　　　

下記の事業を今後予定していますの
で、右記ＱＲコードより詳細を確認
の上、電話等でお申し込み下さい。

右記ＱＲコードより
学校便りをご覧いた
だけます。
（問い合わせ先：北竜町教育委員会 TEL:３４－２５５３）

右記ＱＲコードより、検討委員会
の様子等が掲載された「かわら版」
第３号をご覧いただけます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４－２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードよりご覧いただけ
ます。

真竜小学校 北竜中学校

全町女性ミニバレーボール大会を開催

　２月１６日に北竜町改善センターにて全町女性ミ

ニバレーボール大会を開催しました。

　全６チームが参加し、白熱した試合が繰り広げられ、

見事、「和本町」チームが優勝を果たしました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「元気に外で雪遊び・閉講式」を実施

　２月１５日、今年度最後となるふれあい事業を改

善センター体育館にて行いました。

　参加した児童たちは、改善センター横の雪山に設

けられた滑り台にてチューブ滑りを楽しんだ後、体

育館に戻って推進委員さんに用意してもらったおに

ぎりや豚汁を沢山食べて、最後に閉講式を行いました。

　閉講式では、今年度のふれあい事業への参加数に

応じて、児童に賞状や記念品が授与され、児童代表

からは推進委員さんに１年間の感謝の言葉が述べら

れました。令和７年度も、沢山の児童の参加をお待

ちしております。

子ども見守りサポーターの募集と
生涯学習人材バンクの登録者募集

　現在、教育委員会生涯学習推進係では、２つの登

録者を募集しています。詳しくは町ホームページの

「教育委員会からのお知らせ」ページ

（右記ＱＲコード）に記載しています

ので、ぜひ一度ご覧下さい。
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まちの動き
３月１日現在（前月比）

世帯数　７７５世帯(－２)
 人口 １, ５８６人(－６)
　男　　　７４８人(－３)
　女　　　８３８人(－３)

(外国人含)

　

生
前
の
お
礼
と
し
て

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　

三
谷  

杉
本 

克
裕  

様

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

  

三
谷  

杉
本 

武
治 

氏  

95
歳

             

（
２
月
３
日
死
去
）

父　

渡
邊　

詔　

 

さ
ん

母　
　
　
　

亮
子 

さ
ん

渡
邊 

諧か

い

と斗 

く
ん

　

令
和
５
年
12
月
15
日
生
ま
れ

に
い
に
と
ね
え
ね
が
大
好
き
‼

す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

水
の
春
肌
の
潤
う
北
暮
し
　
　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

梅
鉢
の
固
き
芽
な
ら
ぶ
店
明
か
り
　
　
　
　
山
岸
正
俊

雛
の
夜
の
姉
妹
の
ラ
イ
ン
き
り
も
な
し
　
　
吉
尾
広
子

鳥
帰
る
思
い
つ
く
事
声
に
し
て
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

婚
記
念
妻
の
指
輪
に
春
日
射
す
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

過
疎
の
町
ち
ぎ
り
絵
の
よ
う
牡
丹
雪
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　公益財団法人 人権教育啓発推進センターで
は、アイヌの方々の悩みをお受けするフリー
ダイヤルを開設しております。
　日常生活でお困りのこと・差別など、何で
もご相談ください。

【相談専用フリーダイヤル】

℡：０１２０－７７１－２０８

（平日９時～１７時）

■アイヌの方々からの
　様々なご相談をお受けします

※本相談事業は（公財）人権教育啓発推進センターが、
厚生労働省生活相談充実事業により実施するものです。

■公益財団法人 人権教育啓発推進センター

● 相談無料　　● 匿名可　　● 秘密厳守


